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事務局出席職員職氏名

局長 野 間 光 書記 三 谷 輝 義

説明のため出席した者の職氏名

町長 竹 口 大 紀 教育長 鷲 見 寛 幸

副町長 吉 尾 啓 介 教育次長 前 田 繁 之

総務課長 金 田 茂 之 幼児・学校教育課長 田 中 真 弓

財務課長 井 上 龍 社会教育課長 徳 永 貴

企画課長 源 光 靖 住民課長 永 見 明
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福祉介護課参事 藤 田 よう子 健康対策課長 末 次 四 郎

農林水産課長 桑 本 英 治

午前９時３０分開議

○議長（米本 隆記君） おはようございます。

皆さんへお知らせします。本日３月１３日から、政府方針の見直しにより、マスクの

着用は個人の判断とすることが基本となりました。議会におきましてもマスクの着用は

個人の判断としながらも、会期中の感染リスクを考慮し、３月定例会中は、議員は引き

続きマスクの着用を基本とすることとしますが、一般質問を行います一般質問席でのマ

スクの着用は個人の判断とします。

ただいまの出席議員は１４人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

なお、本日の会議には、１０番、大森正治議員から欠席の届出が出ておりますので、

御報告いたします。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の追加指名について

○議長（米本 隆記君） 日程第１、会議録署名議員の追加指名を行います。

本定例会の会議録署名議員に指名しました大森正治議員が欠席のため、会議規則第１

２５条の規定により、１２番、近藤大介議員を追加で指名します。

・ ・

日程第２ 一般質問

○議長（米本 隆記君） 日程第２、一般質問を行います。

一般質問は、通告された議員が１２人ありましたので、本日と明日の２日間行います。

それでは、通告順に発言を許します。
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１１番、杉谷洋一議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 皆さん、おはようございます。本当は、私、マスクして

発言したいんですけど、マスクすればエネルギーがたくさん要りますので、マスクを外

して質問させていただきます。

今日は１問だけを町長と教育長にお願いしたいと思います。

まず、今日は、５類移行後のコロナ対応ということで、コロナのこともいろいろ話題

に上がっていますので、町として、あるいは町長として、あるいは教育長として、今後

どのようにこのコロナを捉え、考えておられるのか、その考え方を今日はお聞きしたい

と思います。

そうしますと、じゃあ行きます。５類移行後のコロナ対応はということで、新型コロ

ナはいまだ終息していないが、３年にわたり続けられてきた様々な対策は、平時に向け

大きな転換期を迎えている。政府は、特段の事情が生じない限り、社会経済活動の維持

と医療の逼迫の回避の両方に向け、５月８日から新型コロナの感染症法上の位置づけを

２類相当から季節性インフルエンザと同様に５類扱いに移行を決定いたしました。最近

の報道では、コロナも感染者数も減ってはきております。また、マスク着用については、

３月１３、今日からですけど、あとは個人の判断ということになっております。屋内外

を問わず個人の判断に委ねることを基本として、学校や新幹線などで外すことを容認し、

高齢者などが集まる場所や混雑時の電車内などは引き続き着用を奨励しています。

ワクチン接種で９０％以上と極めて高い予防効果が示され、感染しても重症化しにく

く、周囲に広げにくい効果があるが、新型コロナは高齢者を中心に死亡数が高止まりし

ており、今後も変異を繰り返しながらの流行や医療の逼迫などがあり、性急な変化には

問題が生ずると考えます。

また、政府はマスク等の着用をなくす考えであるが、高齢者の死亡は多く、ウイルス

は絶えず変異を繰り返し、ワクチンで一定の防御効果はできているが、完全終息したわ

けではありません。医学的にもまだまだ解明ができてない部分も多く、高止まり状態で

あると言われ、感染拡大の心配もあり、時期尚早との声も聞かれます。

しかしながら、政府はコロナで疲弊、低迷した国内経済を回復するために、諸外国の

対応状況を踏まえながら、５類扱いに引き下げ、社会経済活動の活性化に方向転換をい

たしました。

町内でも５類扱いの移行や個人判断によるマスク着用など、性急な変化に対して新型

コロナの感染拡大の危惧があり、特に高齢者や基礎疾患を持っている人の多くは感染に

対して心配や不安を感じております。それらを町としてどのように払拭し、子供から高

齢者までの住民がコロナ発生前と同様に安心・安全で生き生きとした豊かで充実した生

活をするための対策が求められております。そこで、次のことを町長と教育長にお尋ね

いたします。

①３年間にわたる新型コロナで町のいろいろな行事の中止や規模縮小がなされたが、
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町民が安心して楽に暮らせる町にするためには、町長は今後どのようにこういう取組を

考えておられるのか。また、特に体力のない高齢者や基礎疾患、妊婦などは重症者リス

クが高く、不安や心配の声が多く、予防などに対する新型コロナ対策をお尋ねいたしま

す。

②平時の生活に戻り、人々の往来が増えて感染が拡大する懸念はあるが、観光事業の

今後の対策はどうでしょうか。また、観光客や住民の社会経済活動の回復は商工業者に

とって明るい日差しとなり、地域活性化に不可欠であるため、外食、小売、サービス業

などに対する今後の対策はいかがなもんでしょうか。

③これまでコロナ患者や濃厚接触者などは外出禁止などがあったが、今後、このよう

な場合には、家庭、学校、職場、地域、濃厚接触者に対して待機期間などに対する町と

しての対応はどうでしょうか。また、新型コロナとインフルエンザの同時流行の懸念が

生じたときの対策はいかがでしょうか。

④５類扱いになるが、当面ワクチン接種の費用は公費負担で、最終的には廃止が検討

され、有料になると聞いているが、町の助成に対する考えはどうでしょうか。

⑤幅広い病院でコロナ患者を受け入れ、医療逼迫の解消を目指すと言われるが、受入

れ設備がない医療機関もあると思われ、不透明な部分がある。本町の医療体制は。また、

新型コロナが完治した後に後遺症の思考力の低下、しつこいたん、嫌悪感、味覚や臭覚

異常などがあり、治療されている人の把握は、これは大変かと思いますけど、もしされ

とったら数をお示しください。

ここからは教育長にお尋ねします。

⑥コロナで学校行事の卒業式、入学式、遠足、修学旅行、運動会、学習発表会などが

縮小や中止されている。今後の対応は。

⑦コロナ禍で長時間のパソコン使用による視力低下、身体や精神的な疲労、運動不足

など健康に与える影響や、学びのモチベーションが下がり、教育格差につながっている

と言われている。さらには、タブレット、スマホ、パソコンなど、ゲームにのめり込ん

だり不適切なサイトを見るなど、様々な問題が指摘されている。これら学力の低下や変

化が激しい社会の生きる力を育む教育など、子供たちの健全な成長に対して危惧されて

いるが、今後の学校教育はどうでしょうか。

⑧子供のマスク着用の影響は、口元の笑顔などの表情が見えないため、相手の感情が

読み取りづらい、自分の意思が伝えにくいなどにより、相手との信頼を築きにくい、笑

顔が減る、反応が乏しくなるなど、子供のコミュニケーション能力など社会性の発達に

対して危惧されている。３年間にわたる流行により、顔をマスクで隠され、同級生の素

顔を知らないまま卒業する中高生もいると言われております。特に心身の発達に重要な

時期である小学生など、友との思い切りじゃれ合ったり触れ合ったりもできず、楽しい

給食は黙食、また、小学生のスポーツ少年団や中学生の部活活動もいろいろな制限があ

ったと聞いております。子供たちが仲間と協調しながら自らを律し、思いやり、感動す
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る心など豊かな人間性を育むための生きる力の教育や、自分で課題を見つけ、学び、考

え、主体的に判断しながら行動し、課題を解決する資質や能力などの自己教育力が低下

していると考えるが、その対策は何かあるでしょうか。

⑨学校でのマスク着用は不要としているが、家庭での個人判断に伴い、個人差や地域

差などにより定着は難しいと考える。特にこれにより学校の中でのマスクしとる人とし

てない人のいじめとか、そういうのにはつながらないのかお尋ねいたします。

⑩保育所など休園は共稼ぎの核家族にとっては大変重要な問題であり、その対策は何

か考えておられるでしょうか。

以上、町長と教育長にお尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） おはようございます。今日、明日と一般質問、よろしくお願い

いたします。

それでは、杉谷議員の一般質問にお答えをいたします。

まず、１点目の今後の対策に関してですけれども、行事を再開する上で、高齢者など、

御指摘のように重症化リスクが高い人が多く集まる場所というのは、引き続きマスクを

着用することを推奨しまして、換気を徹底するなどの感染予防対策を必要に応じて実施

していくことが必要であるというふうに考えております。

それから、２点目の観光におきましては、大山寺エリアなど、安心・安全エリアとし

ての県の定期点検の必要性などはなくなるということが考えられます。行政や特定エリ

アとして一律のルールとして求めないですとか、事業者それぞれがこれまでに培ったノ

ウハウで感染症対策を継続することになるなどが考えられております。

それから、３点目の今までしてきた対応をこれからどうするか、あるいはインフルエ

ンザと同時流行があったらどうするかというお尋ねですが、まず、新型コロナウイルス

感染症患者及び濃厚接触者等の行動制限につきましては、５類移行後には撤廃をされて、

自主的な対応となるようなことでございます。それから、インフルエンザと同時流行と

なった場合に関しては、従来と同様な感染対策を行っていく必要があるというふうに考

えております。

それから、４点目の５類扱いになった後のワクチン接種の費用負担あるいは町の助成

という部分ですけれども、新型コロナワクチンの接種に関しましては、来年度、令和５

年度につきましては、自己負担なく実施がされる予定でございます。再来年度、令和６

年度以降に関しましては、来年度中に国で方針が検討されるという予定ですので、その

方針決定を待って、その後、個人の費用負担、あるいは町の助成、どのようにしていっ

たらいいかというところは検討していきたいと思います。

それから、５点目の本町の医療体制のお尋ね、あるいはコロナに感染された方の後遺

症の数を把握しているかというところですけれども、医療体制に関しましては、現在、
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町内の医療機関は診療・検査医療機関として指定をされておりまして、引き続き県とも

連携をして、診療体制確保に努めてまいりたいと考えております。

また、後遺症患者の把握ですけれども、これは町では行っておりません。県で行って

おりますので、町としては把握をしておりません。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 皆さん、おはようございます。

それでは、杉谷議員の御質問の５類移行後のコロナ対応はの６つ目以降の御質問につ

いてお答えいたします。

６つ目の学校行事の今後の対応はについてお答えいたします。

基本的な考え方として、５類移行後はインフルエンザなどと同様の対応となることか

ら、コロナ流行以前と変わらない学校行事が行われていくものと考えています。ただ、

現時点では国や県の学校行事等に関する方針が明確に出ておりませんので、今後の動き

に注視していきたいと考えております。

７つ目の生きる力と子供たちの健全な成長についてお答えいたします。

議員御指摘のとおり、３年間ものコロナ禍により、子供たちへの身体的、精神的な影

響は計り知れないものがあったと考えています。大山町内でも不登校問題などの生徒指

導に関わる事案も少なからずコロナ禍の影響を受けているものが多いと思います。また、

ＧＩＧＡスクール構想に基づく１人１台タブレットが整備されたことへのメリットやデ

メリットも多く指摘され始めています。このような状況下にあって、子供たちに生きる

力を育むためには、大山町教育委員会が重点としているふるさとキャリア教育が重要に

なってくると考えています。大山町の自然や歴史にじかに触れ、地域の人々との交流を

進めることが子供たちの健全育成につながるものと確信しています。

８つ目の子供たちの自己教育力の低下についてお答えいたします。

コロナ禍により各行事や部活動、スポーツ活動に制限がかかり、子供たちが自ら考え、

主体的に判断する場面が減少していることは非常に大きなマイナス面であると考えてい

ます。一方で、学校だけでなく、地域の様々なイベントの中で子供たちが主体的に考え、

自らが行動する取組もなされてきました。具体的には、テゴテゴプロジェクトによる小

中学生まちの課題解決アイデアコンテスト、町内中学生による農業経営体験プログラム

などです。今後、５類に移行することにより、学校での取組も回復してくると思います

が、地域でも子供たちが主体となるイベントをつくっていくことで、子供たちの自己教

育力が高まっていくと考えています。

９つ目のマスク着用といじめとの関係についてお答えいたします。

国や鳥取県の方針と同様に、大山町内小・中学校でも、マスク着用については３月１

３日より個人の判断としています。このことによって、マスクをつける、あるいはつけ
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ないことへの批判や中傷が起こることを一番懸念しております。既に町の校長会を通し

て各学校に指導の徹底をお願いしていますし、今後、子供たちの様子についても注視し

ていきたいと考えています。

１０番目の保育所などの休園についてお答えいたします。

これまで保育施設では、保健所の指示の下、濃厚接触者の特定を行うためＰＣＲ検査

を行い、検査結果が判明するまでは一部休園等の措置を行ってきました。５月８日以降、

５類感染症に位置づけられれば、特段の事情がない限り、濃厚接触者の特定は不要とな

り、休園等を行う必要はなくなるものと考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 先ほど町長、教育長から御答弁いただきました。再質問、

何点かさせていただきますけど、先ほど町長がおっしゃったように、国や県に従うとい

うことは、これは当たり前のことなので、よく竹口町長は大山町独自の何かを考えてお

るというのは、いろいろ事業のほう、これまでもたくさんありましたし、町長にこんな

ことを質問しとけば、大山町は特にこのことは頑張りますよという答えが返ってくるか

なと思っとったら、そうでもなかったなというふうに感じております。

４番目のところの質問で、町長のほうからワクチン接種は本年度も県や国の体制に従

って自己負担なしで実施していくということである。確かにそれはそうなんですけど、

将来的に本当にそれで、例えば今、インフルエンザの接種に関しても町補助があったり

して、皆さんいいところがあるわけなんですけど、そういう方向にまたいろんなところ

で、まだこれは５月８日からの、どういう形になるか分からんですけど、もしなれば特

段の力を入れていただきたいなというふうには思うわけです。

ということで、町長はその辺はもう少し、私が今質問した話をどういうふうに捉えて

いただいておるか、御答弁お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

令和６年度以降のお尋ねだと思いますけれども、それに関しては、もう国の動きを見

て、どのぐらい自己負担が発生するのかというところが決まればまたその後の検討にな

るかと思いますけれども、基本的な考え方といたしましては、現状でインフルエンザの

ワクチン接種の助成というものはさせていただいておりますし、そのほかにも感染症は

インフルエンザ、新型コロナウイルス以外にもあって、それに対応したワクチンの接種

等は推奨したりしているところであります。今後の感染リスクとか重症化リスク、ある

いは死亡のリスク、そういったところも鑑みながら、どのような自己負担が最適なのか

というところで、今、様々なワクチンに助成等をしている状況とのバランスがうまく取
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れるような助成を検討していきたいというふうに考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） まだ先のことで、どうなるか分からん。私もそう思いま

す。ただ、何でもそれが来るまでにいろんなことを、対策をある程度シミュレーション

した中でも考えてもらっておけば、町民も安心して暮らしができるのではないかなとい

うふうに思うところであります。

それで、先ほどの答弁の中で、私も何人そういう人が把握されているんですかと言っ

て、恐らくそれは把握していませんと言われたと思うんだけど、県のほうではいろんな

ことを把握しておると思うんですけど、その辺りは、県との話合いというか、意見交換

会というか、何かそういうのは町としてはやっておられるのか、あるいは今後、そうい

うのにも十分注意をしていただけるのか、その辺を御答弁願います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

現状としましては、例えば基礎自治体、市町村でそういった後遺症のある方を把握す

るということに関して、どれぐらい正当性があるかというところが一つ課題であると思

います。例えば大山町民であっても、大山町外の米子であるとか、琴浦町であるとか、

様々な医療機関、利用されるわけですから、町民の実態把握なのか、あるいは町内医療

機関の把握なのかというところでかなり出てくる数字も違いますし、そういったところ

を県であれば網羅的に把握ができるというところで、役割分担のような形で考えていた

だければいいかなというふうに思います。今後、町として把握をして、何かその対策を

取る必要があると、町として対策を取る必要があるというようなことになれば、そうい

うようなところも把握に努めていきたいというふうに考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） そうしますと、今、コロナのワクチン注射は保健センタ

ーなわで行っていたんですけど、これは今後はどのような形でワクチン注射をしていた

だけるのか、お答えいただきたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今後の接種に関しては、基本的には個別接種になろうかというふうに考えております。

今まで集団接種をしてきた理由というのが、接種対象人数、そして接種率を見たときに、

とても医療機関の個別接種では対応できないなというところで集団接種を行って、より

多くの人になるべく早い時間で接種ができるようにやってきたわけですけれども、今後
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の対象者数と、あとはその接種率、考えたときに、基本的には個別接種になろうかとい

うふうに思いますが、必要に応じて、もしも集団接種等で対応しなければワクチン接種

がうまく回らないというようなことになれば、そういったことも検討には入ってくるか

なというふうに思います。基本は個別接種だというふうに考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） その個別接種なんですけど、例えばどこで接種すればい

いですか。もう１回お尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

基本的には、現状、個別接種に対応している医療機関で引き続きというようなことに

なろうかというふうに考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） ということは、それは別に大山町でなくてもいいという

わけなんですか。例えば今みたいに医療券みたいなもん持っとって、これで接種してく

ださいと言ったなら、米子でもいいわけですか。それとも大山町内でもいい。その辺を

ちょっとはっきりしておいてくださいよ。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細なところは担当からお答えをさせていただきます。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 個別接種につきましては、現在、他市町村とも協議を

しておるところでございまして、可能でしたら、今の高齢者のインフルエンザも広域的

な接種をしていただいております。町内外の医療機関でも受けていただける。そういっ

た形が取れればなということで、今、他の自治体と協議なり相談をしている、意見交換

をしているところでございます。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） もう注射打ってから何か月も、半年ぐらいになってきた

ら、ワクチンの効果もなくなってくるわけなんですから、例えば、私、今ぱっと考えた、

診療所なんかでもやってくれるんですか。だけ、またそういうときには町民に対してア

ナウンスはされるわけですか。お尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

－１５２－



○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当課長からお答えいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 町内の診療所なり直営の診療所、ほかの診療所でもや

っておりますので、そのような形を取りたいというふうに思っておりますし、整いまし

たら町民の方々にはお知らせをしたいというふうに思っております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） それを聞いて安心しました。

ということで、町長のほうの質問は大体……。それと、今のあれ、観光地のいろいろ

問題で、いろんな人がこれからどんどんどんどんインバウンド客も入ってくるだろうし

ということで、この辺はもうちょっと詳しく、例えばどのような対応、それぞれの飲食

店とかが対応すればええということなのか。何か指導とかいうのはあるんでしょうか。

お尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これはもう事業者それぞれの判断で行っていただくということになろうかと思います。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） ということは、もう皆さん、コロナにかからないように

頑張って営業してくださいよとか言う程度で、あとは投げっ放しっていうわけですか。

それとも何か、何かそれでもあってもいいと思うんだけど、またそこがコロナになった

ら営業ができなくなって、収入的にマイナスになってくると思うんだけど、その辺りは、

ちょっともう１回説明をお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

５類移行後に関しては、そういうような指導は基本的にはないというふうに思ってお

りますし、営業あるいは休業の判断も事業者それぞれの判断になろうかというふうに考

えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 多分５類になればそういうのであると私は思うわけなん

ですけど、だけどなるべくならこのままコロナも終息に向かってくれたほうがいいなと
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祈るばかりです。

ということで、町長のほうには以上のことで、あとは教育長にお尋ねいたします。

先ほど教育長のほうからいろいろ御答弁いただきました。そこで、教育長がおっしゃ

った中で何点か質問させていただきます。

５類移行になった場合には、インフルエンザと同様な、コロナ前と変わらない学校行

事を行っていくということの答弁だったんですけど、例えばどういうふうに、変わらん

といったらもう何も構わん、御自由にというわけですか。それともある程度、集団生活

の中ですので、規制とか、これはちょっと皆さん一生懸命頑張ろうやとか、あるいは手

洗いするとかうがいするとか、そういうような何かを考えておられるのかお尋ねいたし

ます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

５類移行後の学校行事等、また学校生活への配慮ということですが、５類移行後の方

針というのが、国とか県とかからまだ明確なこのような方針というのが今の現段階では

出ておりません。ですので、町としては、この５類移行になってから、全くコロナ前と

全部元に戻すという考えではなく、そのときの感染状況ですとか、また国、県の方針を

考慮に入れながら、具体的なところは方針を立てていきたいというふうに考えておりま

す。ですので、今までいろいろな制限をしてきているんですが、緩和できるところは少

しずつ緩和しながら元の状態に戻していくというような考え方でございます。以上です。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） ７番目のところで質問しましたコロナのパソコンとかに

ついてのところなんですけど、１人１台のタブレット導入、メリットもデメリットも議

論されておりますということでしたが、例えばどういうことがこれまであって、よかっ

たところ、あるいは今後考えていかないけんとか、何かありましたら御答弁お願いしま

す。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

ＧＩＧＡスクール構想に基づく１人１台タブレットのメリット、デメリットというこ

とで、学校現場で問題になっている詳細については前田次長が補足を行いますが、メリ

ットもたくさんあります。例えば今までもう教科書、ペーパーだけに頼っていた教育が、

インターネット、ＩＣＴ機器を使いながら、授業の幅が広がりました。内容も深く勉強

できます。また、今行っておりますオンライン英会話によって、海外の人とじかに話を

することができ、非常に世界が広がったというふうに考えております。
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ただ、デメリットというのが、コロナ禍によって、いろいろな行事、また地域での活

動等が少なくなったせいで、子供たちが家にいる時間が長くなりました。そのことによ

って家にあるタブレットですとか、スマホですとか、そういうものを使って家の中でじ

っとしながらまた画像ばっかり見てるとか、視力の問題、またネットによるトラブルで

すとか、そういったデメリットというのが見えております。ですので、学校現場でも細

々としたそういった状況があり、生徒指導の中で１つずつ指導をしているところでござ

います。以上です。

○教育次長（前田 繁之君） 議長、教育次長。

○議長（米本 隆記君） 前田教育次長。

○教育次長（前田 繁之君） お答えします。

メリットについては、先ほど教育長が申したとおりでございます。

デメリットについては、いろいろ出てきております。例えば１人１台タブレットが本

当に学力向上に結びついているのかというところで、効果的なタブレットの活用方法と

いうところがまだ道半ばであります。学校現場でも試行錯誤しているところであります。

それから、子供たちは以前でしたらいろいろな調べ学習をするときに図書館を利用して

いたことが多かったんですが、タブレットを導入することによって、手軽にネットから

そういった調べたいものを引き出すことができるというところもあるのですけども、逆

に図書館の利用が減りつつあるのではないかというふうな課題も言われています。それ

から、ネットからの情報を子供たちはうのみにする傾向もあるんですけども、実は本当

に正しいかどうかっていうところはよくよく調べてみないと分からないところもあって、

そういったところも注意して調べるようにという話も聞いたりしております。以上です。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 確かにコロナは悪いとこばっかじゃなしに、逆にいいと

こもあって、いろんなことで本当もう１回立ち止まっていろいろ考えて、ＩＣＴとか、

そういうのを使いながらの教育というのはいいところもあろうかと思います。そういう

まだいろんなどうなのかなということは、先ほど次長から話もあったように、もっとも

っといろんなところで議論しながらいい方向に進めていただければなというふうには思

います。

それと、先ほどマスクをつけた、つけないで中傷が起こらないよう既に学校長が徹底

的に指導していくということがありますので、この辺は、マスクつけとる、つけとらん

ということでそうならないように、子供たちが本当に楽しい学校生活が送れるように御

配慮をお願いしたいと思います。

それと、この頃、教育長のほうから保護者宛てに卒業式のマスクの着用ということで

文書が送られたと思います。学校によっては、小規模、大規模、大山小学校、名和小、

大山西、中山とあるわけなんですけど、そのところで、例えば高学年だけが参加する。
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だけどこの頃見ると、野球なんか見ても５万人ぐらい人が入って大騒ぎですわね。学校

なので卒業生ってマスクをきちんとしておるわけだから、私は低学年にも、１年生にも

その式の状態を見せてやったほうが、将来、今度は自分たちが卒業はこうやってああや

るんだなということがよく分かっていいんじゃないかなとは思うんですけど、その辺は

町内の学校の現状はどうなのかということをお尋ねいたします。また、今度は入学式が

ありますわね。そのときの学校としての考え方をお願いいたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

卒業式、入学式と学校行事におけるマスクの着用についてですが、先ほども申しまし

たが、３月１３日、本日以降、マスク着用は個人の判断ということにしております。た

だ、卒業式については、先日の中学校の卒業式もでしたが、卒業生は基本マスクを外し

て、中学生、やっておりました。小学校が今週の金曜日、卒業式があるわけですが、基

本的に子供たちはマスクを外すというところです。ただ、在校生ですとか、中にいる者

については、学校規模によって、学校現場の判断に委ねる部分があります。

具体的に申しますと、各学校、体育館の大きい学校があったり、小さい体育館があっ

たり、また、在校生を全部入れるのか、５年生だけ入れるのか、学校によって様々な対

応になっております。そういった感染防止の距離が保てる、ですから感染防止対策がき

ちんとできる状況ですとマスクを外すということができるんですが、場合によっては、

それが難しいようだったら、保護者の人数を制限したりとか、マスク着用を求める場合

もあるかと思います。これについては、今後の感染状況も見極めながら、学校現場判断

に委ねる部分もありますが、町の教育委員会としては、各個人の判断ということで各学

校には指示をしております。以上です。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） それで、もう一つちょっと気になるところがあって、国

歌とか校歌というのがありますよね。これの場合はどういう対応をされているのかをお

尋ねいたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

国歌、校歌についても学校判断になっております。ちなみに、先週あった中学校では、

国歌については聴く、校歌についても演奏を聴くという状況でした。また、卒業生の歌

は歌っておりました。マスクを外して歌っておりましたという具合に各学校がその状況

に応じながら判断し、卒業式の内容については決めているという状況でございます。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） これ最後にしますけど、一番私が心配するところは、コ

ロナになったとき、核家族の世帯は大変だったと思うんです。これまで大変だったと言

っておられます。

そこで、それは各家庭に任せるという、５類になるわけです。楽になる、緩やかにな

るということであるわけなんですけど、その場合、例えば朝起きたら調子が悪いとかい

うのは、それは家庭で、個人ちゅうか、子供が判断するわけじゃないですよね。親が判

断して、今日は休ませるとかいうのは、それで任せで、それを無理して出てきたら、そ

れがまたいろいろコロナが蔓延するということになろうかなというふうに思うわけで、

その辺の心配があるわけですけど、その辺りは、ただ例えば保育園に任せたり、各家庭

に任せるという、その辺のことはどのように注意してされるのかお尋ねいたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

５類移行のコロナの対応ということですが、インフルエンザと同様の対応ということ

です。今までも学校現場では、体調が悪いとき、またインフルエンザの懸念があるとき

には休んでいただくようにお願いをしてるとこですので、これまでどおり健康観察をし

ていただきながら、体調の悪いときには学校に行くことを控え、家で休養するというこ

とを、基本的なところは変わらずにというふうに考えております。以上です。

○議員（11番 杉谷 洋一君） じゃあこれで終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩します。再開は１０時２５分とします。

午前１０時１８分休憩

午前１０時２５分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、９番、大杖正彦議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員、どうぞ。

○議員（９番 大杖 正彦君） 私は、通告に従いまして、今回２問の質問をさせていた

だきます。

先ほど杉谷議員のような町民が日常生活にて直面するような課題とはちょっと違うん

ですが、まず１問目は、二地域就学の制度導入ということで、聞き慣れない言葉なんで

すが、まず内容を説明して、ほかの自治体の対策や実態をお話しさせてもらいながら、

本町の考え方について質問を続けたいと思います。

都市部の子供が地方と行き来しながら……。その前に、パネルがありますので、マス
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クを外させてもらいます。失礼しました。最初から始めます。

都市部の子供が地方と行き来しながらそれぞれの学校に通う二地域就学に注目が集ま

っております。区域外就学制度を活用し、６年前に既に徳島、秋田両県が始めておりま

す。子供の成長のほか、地方と継続的な関わりを持つ関係人口の創出や移住につながる

として、国も制度の活用を全国に通知しているところであります。

公立学校の場合、学校教育法により移住区の学校に通うよう定められておりますが、

区域外就学制度で、２地域の教育委員会が同意すれば、住民票を元の移住区に残したま

ま転校できることになっております。コロナ禍によるテレワークの普及など、親御さん

の、保護者の働き方の変化が追い風になっているということです。町長は以前にも関係

人口の増とか、テレワークを活用した移住促進を考えると話しておられましたが、実施

している町村では、農産物栽培作業や魚取りに関わったり、都市部では体験できない自

然との触れ合いを強調し、徳島県では２年前の２０２１年では４８件だったのが、今年

度は既に１１月までで７５件の問合せがあると聞いております。また、一般社団法人、

これは不動産流通経営協会というんですが、この法人の調査では、複数の地域を拠点に

して生活する人は、これは別荘とかも含めてですね、推計、何と５３５万人もいるそう

です。このうち約４分の１の人たちがコロナ禍以降にこの生活を始めているという報告

があります。

こうした背景を考えると、人口減という大きな課題を抱えている大山町でも積極的に

取り組むべきと考えた上で、以下の３つの質問をいたします。

本町は、今後、空き家、担い手不足、人口減などの対策として、二地域就学制度をど

う捉え、導入する考えはありますか。

２番目に、これまでに制度に取り組まなかった理由はどういうことでしょうか。

３番目に、放課後児童クラブは町民児童だけが対象ですか。夏休みを利用しても行わ

れておりますが、大自然の体験を希望する保護者が多いと聞いております。町外からの

希望者に対する考えとその運営方法についてお尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大杖議員の一般質問にお答えをいたします。

二地域就学の制度導入をということで、３点お尋ねをいただいております。

まず、１点目の二地域就学をどう捉え、今後導入する考えはというお尋ねですけれど

も、関係人口の創出ですとかファミリーワーケーションの促進の上で、この二地域就学、

あるいは多地域就学とも言われておりますけれども、有効な取組というような認識であ

ります。今後、導入の可能性の検討を行いたいというふうに考えております。

２点目のこれまでに制度に取り組まなかった理由のお尋ねですけれども、これは、新

型コロナウイルス感染拡大の状況によりまして、検討が進んでいない、受入れがなかな

か、ファミリーワーケーション自体が難しかったというようなところもありましたので、
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検討が進んでいないところでございます。

３点目の放課後児童クラブは町民児童だけが対象か、夏休み等を利用して自然体験を

希望される方に対応できないかというお尋ねですけれども、放課後児童クラブに関しま

しては、町内の小学校に通う児童が対象であります。利用条件としましては、保護者が

就労等によって昼間に家庭にいない小学校１年生から６年生までが対象となっておりま

す。先ほどのお尋ねで、二地域就学によりまして町内の小学校に通うということになっ

て、先ほど説明した条件に当てはまれば、利用は可能だというふうに考えております。

ただし、その二地域就学ということではなくて、ただ単に夏休みを利用して自然体験を

希望される方を町外から受け入れるということは、放課後児童クラブの制度としては対

象外であるというふうに考えております。

教育長の答弁も同じでありますので、よろしくお願いいたします。

以上で答弁とさせていただきます。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員、教育長、町長、両方に出しておられますので、答弁

をどちらに求められるかも最後にお願いいたします。

○議員（９番 大杖 正彦君） 了解しました。

議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） ただいま町長の答弁によりますと、非常に興味ある話で

あるが、検討は進んでいないと、非常に残念な答弁だったんですが、今後、どういうこ

とが考えられるかということについて、ちょっと確認しておきたいと思います。

理由はコロナウイルスの感染拡大とかいろいろありますけども、あったとしても、構

想を持って、どういうふうにやっていくかという考えはやっぱり温めて、いざ必要なと

きには動ける体制をつくることが大事じゃないかと思いますが、その点については、町

長、どうお考えでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

いざというときのために検討を重ねるというのは大事だと思います。ただ、これは大

杖議員御説明のとおりで、大山町の教育委員会だけが、よし、やろうということでは進

まない制度でありますので、具体的にどういった相手先があるのかというところで協議

を進めていかなければいけないかなというふうに考えておりますし、そのための大山町

側の体制というのは、実際、学校の児童生徒数が、教室が足りないというような状況で

もなく、幸いにもなのか、不幸なのか分かりませんが、子供の数も少ないので、受入れ

の容量としてはそんなに心配するところではないと思ってます。あとは中身ですね、ど

ういうふうにすれば実現できるのかというところでありますが、これは本当に相手先の

教育委員会との協議というところもあろうかと思いますので、具体的な動きがあって、
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そこで初めて協議が進むものというふうな認識であります。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） 最初に検討は進んでいないという答弁をいただいたので、

なかなか次の質問に進みにくいんですが、可能性があるという前提でお聞きしたいと思

います。

一つは、これは教育長にお尋ねする問題なのか、これは町が考えていても、町の教育

委員会が、県がそういう制度を進めますよという考えでないと進まないものなんですか。

お願いします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

議員御指摘の二地域就学制度というものは、２地域の教育委員会が同意するというこ

とがまず一つの前提条件でございます。大山町としてはということですと、大山町とし

ては、クリアしないといけないハードルというのが幾つかあります。というのが、都市

部とこの大山町とでは、まず教科書が違う場合がありますし、授業の進度が違うという

場合もあります。ですので、一旦こちらに一部的に来たら、もう習っていることをもう

一遍習ったり、そこの部分で習わない部分が残ってしまったりとかっていうような学習

内容の違いというものも可能性としてはあります。

ただ、二地域就学によって、メリットというものを考えますと、例えば他地域から転

校生が来たということで、子供たちは新たな人間関係を生み出すわけですし、それから

また、学校が活性化するという部分もあります。お互いの、それぞれの子供たちの豊か

な体験を出すというようないい部分もありますので、これについては教育委員会として

も、今後、どのような方向でやるのがいいのかということは検討してまいりたいという

ふうに考えております。以上です。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） 今、教育長の答弁で、私が県の制度とどう関係あるのか

ということで、それについては相手方の教育委員会との間で同意ができればいいという

ことですので、その次に質問しようと思ったポイントを既にお話しされてしまいました

ので、確かに課題はあるというふうに聞いております。教科書の問題。私は、課題があ

ったとしても、活性化のために、やはり目的を重視するべきじゃないかというふうに考

えるわけです。例えば大山町の場合ですと、山があり、海があり、冬にはウインタース

ポーツがあり、夏には当然ほかのスポーツ、何でもできるという自然豊かな場所が都市

部の保護者の方は非常に魅力的に映るし、そういう生活を子供たちにさせたいという希

望、あるいは夢といいますかね、そういう子供たちに体験させたいという気持ちをいっ
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ぱい持っておられることを聞いてます。

そこで、町長にお伺いしたいんですけども、今、教育長が言いました、地元の生徒も

都市部から来る、もしこれが実現されたとして、生徒と触れ合うことによって、また新

たな考え方やら、精神的な相手に対する心の持ち方とか、ポジティブな考え方が生まれ

てくるんじゃないかという期待をしております。これは教育面のほうですけど。逆に、

移住を考えての、前提として来られる保護者にしては、冬に、例えるとウインタースポ

ーツ、夏になると自転車も含めて海もあります。そういった野外スポーツの活動ができ

るというファミリーとしての期待もあるということで、ただ、何ていうんですか、教育

面だけのあれじゃなくて、大山町をどういうふうなソフト面での魅力で訴えるかという

ことを考えたいと思うんですが、お聞きしたいのは、具体的に言うと、二地域就学を考

えている保護者の方々に、ただ教育面での実質的なメリットだけじゃなくて、生活全体

を考えた、暮らし方を考えた面でのソフト面での大山町の魅力を加えて遡求するべきじ

ゃないかと思いますが、町長の考え方を伺います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

二地域就学というところで、確かに移住定住につながるとか、ワーケーションの促進

になるというところはあるんですけれども、そういったところを前面に押し出すという

よりは、やっぱり義務教育の中で行われる活動ですから、これは保護者にとってメリッ

トがあるとか、町にとってメリットがあるということではなくて、二地域就学をする子

供がどういうような教育を受けることができるのか、あるいはその周りの義務教育の環

境下にある子供たちにどういうようなメリットがあるのかというところが一番の判断す

べきポイントだと思います。それ以外のことは副産物として捉えるぐらいのところで、

義務教育の中で行われる制度でありますから、まず一番に考えるところは子供の教育に

とってメリットがあるのかないのかといったところだというふうに考えております。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） 町長にしてはかなり基本的なベースに立った今のお考え

だというふうに聞き取れました。といいますのは、確かに県をまたがった違う学校で通

って勉強するというのは非常にハードルが最初は高いと思います。確かにこれは親のエ

ゴ、都合だけではなくて、子供たちがどういう考えで、どういう対応ができるかという

ことを子供の立場になって周りも、特に御両親、保護者の方は考えなくちゃいけない、

決断しなくてはいけないと思いますが、その決断するにも、やっぱり背景あるいは状況

を見て、これならどういうハードルがあっても家族として楽しみたいというソフト面で

のインパクトが非常に重要になってくるのではないかというふうに考えております。こ

れはどういう理由かといいますと、大山町は、先ほど言いましたように、山から海まで
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風光明媚な自然を備えておりまして、観光面の上でも日々楽しめる、非日常的な体験が

できるというメリットがあるので、私はお話をさせてもらっているわけであります。

そこで、もう一つ、メリットということで、一つの言葉で片づけておりますが、例え

ば具体的に言いますと、移住定住を前提にして考えますとね、やっぱり人口減を抑える

ということ、それから、空き家をそういう方々は非常に興味を持っておられます。古い

農家とか古民家ですね。これの問題の解消にもつながる。確かに最初は１件２件の少な

い、分母が小さいですが、１回こういうものは、あそこはああいう人がこういう生活を

されてる、いいなという、今はＳＮＳが非常に発達して、すごい一気にそういう話題は

広がりますから、そういうものを期待して取り組むのも一つの考え方と思いますが、一

つは町長にこの考え方。そういった場合、教育長には、現場で学校体制として、一人で

も利用があればどういうふうに考えられるか、お答えをいただきたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

確かに取組としては、全国的にやられているところがまだ多くないので、話題性はあ

るかもしれませんし、それによって人が集まるというところもあるかもしれませんが、

二地域就学のステップとしては、やっぱりまずは、義務教育の中でも長期休暇、あるわ

けですから、春休み、夏休み、冬休み、そういった機会を捉えて、まずワーケーション、

ファミリーワーケーションのような形で、二地域就学しなくても短期間、あるいはもう

少し長くこの地域に滞在をしながら仕事をする。あるいは子育ても一緒にする。家族で

一緒にワーケーションをするというようなことはできると思ってます。その上で、長期

休暇だけでは足りない、もう何回も繰り返しリピーターとして来られていて、もう少し

長い期間、ワーケーションというような形なのか、リモートワークを数か月するという

ことなのか、様々な仕事があると思いますけれども、その上で、長期休暇以外もそうい

うようなファミリーワーケーションの延長のようなものがしたいというニーズがあれば、

そこで初めて２地域の就学というような検討段階になるものだと思っています。

したがって、現状として、コロナで少しファミリーワーケーション受入れの取組も進

んでいないところもありますけれども、それがアフターコロナで促進をされていって、

長期の休暇、夏休み、冬休み、春休み等でたくさん来ていただいて、その上でさらにも

っと１学期中、２学期中ずっととか、数か月でも学校に通いたいというようなニーズが

あって、初めてそこで相手方の教育委員会との協議というような段階になってくるので

はないかなというふうに考えております。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

二地域集落制度によって児童生徒を受け入れる場合、１人であろうが１０人であろう
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が、やはり受け入れた児童生徒については、学校の体制、学校生活ですとか学習の支援

をする体制が必要であるというふうに考えております。誰一人取り残すことはなく、誰

もが大山町で学ぶことによって生き生きと学校生活を送り、学力、学習が保障されてる

環境を整えるべきだというふうに考えております。そのためには、先ほど申しました、

この制度によってデメリットとして考えられることを申しましたが、例えば学習の進度

が違う、教科書が違うことによって、未履修の学習の部分があってはならないというふ

うに考えます。そのためには、その子をぽんと受け入れて、そのまま普通に途中から学

校生活を過ごさせるのではなく、先ほど大山町と向こうの教育委員会との双方のやり取

りで受け入れるということを申し上げましたが、やはり鳥取県教育委員会の支援も必要

であります。具体的には、受け入れた児童生徒の学習とか生活面の支援を行うような教

員を派遣してもらうということが必要であるというふうに考えます。そのことによって

学習してない部分の補充学習をするですとか、こちらの生活面での援助をするというよ

うな教員が必要であるというふうに考えますので、双方の教育委員会が連絡調整するの

に加えて、鳥取県教育委員会の支援も得ながら進めていくという方向が受け入れる子供

をしっかりとサポートする方向性になるというふうに考えております。以上です。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） 私も教育面ではあまり得意なほうじゃないので、スポー

ツを教えるのは得意なんですが、ほかの議員の方々は私の質問を聞いてて、もっとこん

な聞き方したらええのにとか、恐らく思っていらっしゃると思いますが、それは御勘弁

ください。

それでは、今の答弁をお聞きしまして、まず一つ、放課後児童クラブとしてはこの受

入れは対象外というふうに最初の町長の答弁でありましたが、夏休みになり、冬休みに

なり、そういった休みのときほどこういった効果は、導入の段階としてのステップは大

きいと、メリットはあるんじゃないかというふうに考えますけど、これについて、対象

外というふうにお考えの理由をお聞かせください。どちらからもお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、対象外というのは、これは町の考えではなくて、そもそもの放課後児童クラブ

の制度がそういうようなことでありますので、町の考えとしてということではなくて、

制度として対象外であるというようなお話です。

先ほどのちょっと答弁で言い尽くせなかったところもあって、今の大杖議員のお話の

中で、もう少し説明をしておいたほうがいいかなというふうに思ったところもあります

ので、説明をさせていただきますが、例えば大山町に来られたことがない方に対して大

山町が二地域就学どんどんやりますよというようなメッセージを出すと、ある意味、間
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違ったような捉え方をされる部分もあるのかなというふうに思ってます。子供にとって

の義務教育の環境というのが第一番ですから、一番に考えることでありますので、例え

ば二地域就学やりますよということで、大山町に来られたことがない方が急に入ってこ

られて、合わなければやめて出ていけばいいわというような考え方で来られた場合に、

恐らく子供たちに与える影響、来られる子供もそうだし、今いる子供に与える影響もか

なり大きいものがあると思っていて、そこはやっぱり慎重にやる必要があるかなという

ふうに思っています。

したがって、先ほどの答弁の繰り返しになりますが、何度か大山町に来られていて、

さらに学校が授業が行われている期間にもそういう家族でワーケーションのような形、

リモートワークをする形で滞在したいというようなニーズがある場合に限っては、これ

は前向きに二地域就学等も検討なり、相手方、教育委員会との協議なりも進めていくも

のというふうに考えております。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

放課後児童クラブについては、先ほど町長答弁のとおりで、制度によってそのような

対応になるということで、同様です。

ただ、大杖議員のおっしゃるような、せっかくこの大山町に来たので、大山町の大自

然の中でいろんな活動をさせたい、体験をさせたいということは非常にいいことだとい

うふうに考えております。ぜひとも大山町に来た限りはここで学んでよかったというふ

うに、子供たちが大山町のことを一生の思い出に残しながら学んでいくという姿は大変

大事なことだというふうに考えますので、この放課後児童クラブに限るのではなく、例

えば地域のそういった組織ですとか、地域の力を利用して、そういった子供たちに広く

体験活動をする場をつくって体験させていくという方向性があるのではないかというふ

うに考えます。以上です。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） それでは、取り組むのに、今の答弁によりますと、考え

たいということは、まだ時間がかかりそうだなという印象を受けました。最初の町長の

あれで、導入の可能性を検討したいということですので、まず、この検討したいという

時期をどういうふうに考えているか、時期のことを答弁していただきたいのと、それか

ら、もう一つは、まず手始めに、夏休み、冬休みなどを通じて、放課後クラブで制限の

ない範囲で自由に子供たちがそういうところが体験できるような考えをするつもりはな

いか、その２つについて町長と教育長にお尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） お答えをします。

繰り返しになるかもしれませんけれども、検討する時期というのは、需要が出てから、

相手方の教育委員会がどこかというのがある程度定まってから進めるべきものだという

ふうに思っております。恐らくハード的な面ではあまり困らないので、本当にソフトの

部分でどう対応するかというところを相手方の教育委員会と協議するところが一番のポ

イントだと思っております。そのためには、これも繰り返しになりますけれども、まず

は大山町に定期的に、あるいは繰り返しでも御家族でお仕事と休暇を兼ねて来られてい

て、短期でも中・長期でも滞在されている、そういう方が学校の授業が行われている期

間もなお滞在されたいというような場合に検討をするというような段階になろうかと思

っております。特にリモートワークという働き方をされる方というのは、いろいろパタ

ーンあると思いますが、在宅でお仕事ができるわけですから、長期休暇であれば、子供

さんと一緒に滞在をしながら、子供さんを例えば夏休みの勉強、宿題であったりをされ

ている間に仕事というようなこともできるでしょうし、それ以外の例えば社会教育的な

子供の体験活動なんかのプログラムというのは、これは町民に限定していないものであ

れば参加も可能だというふうに思っておりますし、それは町でなくても、県であったり、

あるいは民間であったり、様々なところが企画をされているわけですから、そういうも

のに参加をしていただいて、この大山の自然を満喫してもらうというようなこともでき

るのかなというふうに思っております。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

具体的な検討の時期ということでございましたが、先ほど町長の答弁と同様に、やは

り鳥取県教育委員会とも協議をしていくわけなんですが、それには具体的な事案がない

となかなか具体的な検討、相談もできないということですので、ニーズがあれば、これ

は積極的に行っていきたいというふうに考えます。

また、夏休みを利用してこちらに帰ってこられた方ですとか来られた方については、

社会教育の場面で可能であるというふうに考えます。学校教育の中の学校行事ですと在

籍している児童生徒が対象になるんですが、社会教育の例えば公民館事業で体験活動を

行うというようなところは特に制限がありませんので、そのようなところで参加してい

ただいて、体験していただければというふうに考えております。以上です。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） それでは、まだ聞きたいことは、多少ポイントはあるん

ですが、時間の都合で次へ進ませていただきます。

それでは、２問目に移ります。２問目は、国体スキー大会の招致の取組をということ

でお尋ねします。
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現在、多くの地元の方が、国体を、スキー大会を開催してはどうかという話が出てお

ります。今後のウインタースポーツ振興とウインタービジネスの活性化が、本町のみな

らず、県でも望まれるところであると思っております。そのためには強力なイベント開

催で注目を集める必要があると思っております。それには県と強く連携して、国体スキ

ー大会の招致、開催がポイントとなると思います。背景を見ますと、５年前になります

か、２０１８年ではお隣韓国の平昌冬季オリンピック、その４年後、２０２２年には北

京で冬季オリンピック、２回連続してアジアで開催されております。ウインタースポー

ツに多くの人が注目され、特に雪のあれが薄い東南アジア圏では、今、ウインタースポ

ーツに関する興味が非常に高く湧いております。

この国体スキー大会の招致の目的の一つには、スキー、スノーボードの滑走コースの

拡大が期待できるということであります。現状のだいせんホワイトリゾートは、海の見

えるウインターリゾートとうたい、中の原頂上と国際スキーコースの頂上部をビューポ

イントとして案内しております。リゾートを訪れるスキー・ボード客のしかしながら七、

八十％は初心者、初級者です。頂上にリフトでは行けますが、下りることができない。

私も何回か行って、実際、板を外して歩いておられる人もおります。リフトは乗せてく

れないんですよね、下りのは。初級者が安全に下りれるコースが求められると思います

ので、簡潔に２つの質問をいたします。

国体スキー大会の招致を本町はどういうふうに捉えられているかということと、２つ

目に、ビューポイントからの初級スキーヤーやボーダーが安全に滑れるコースの設定を

どう考えるか、２つの質問をお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大杖議員の２問目の国体スキー大会招致の取組をについて、２

点御質問をいただいておりますので、お答えをいたします。

まず、１点目の国体スキー大会招致を本町はどう考えるかというお尋ねですけれども、

現状で大山のスキー場といいますのは、ファミリー層を中心とした多くのレジャースキ

ーヤー、スノーボーダーに人気のスキー場であります。競技スキー人口、大会の集中、

あるいは主なお客様層などの状況を踏まえて国体誘致による効果を考えなければならな

いというふうに思っております。

現在、近隣のスキー場の閉鎖ですとか、コロナ禍以降のスキー場の営業縮小もありま

して、西日本のスキー大会が大山に集中をしているところであります。既に一般使用の

制限エリアも多い状況でありますし、国体大会が開かれますと、その期間中にスキー場

の使用制限がさらにかかるということになれば、お客様の流出につながりかねないとい

うふうに考えているところです。

スキー場への誘客促進に関しましては、レジャーを中心に楽しまれているお客様によ

り楽しんでいただけるような整備というものが向いているというふうに考えております
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けれども、様々な御意見があると思われますので、地元、あるいはスキー場関係者、議

会の皆様の御意向に沿って進めたいというふうに考えております。

２点目の大山のスキー場に関しまして、ビューポイントから下りられない方があると

いうような課題の御指摘でしたけれども、御承知のとおり、大山のスキー場は国立公園

内に位置をしておりまして、自然公園法の関係から、森林伐採等によって新たな初級者

向けのコースをつくる、ゲレンデをつくるというのは非常に難しい状況であります。初

心者が安全に滑走できるコースにおきまして、ビューポイントでありますとか、フォト

ジェニック、いわゆるインスタ映え、ＳＮＳ映えのようなスポットが設置できないか、

指定管理者と検討していきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） それでは、今の答弁いただきましたので、ちょっと疑問

点を質問いたします。

ファミリー層を中心にした大きなレジャースキーヤーが大山スキー場の人気のポイン

トであるということであれば、さらに初級者、あるいは初めて来た人ほど、眺めのいい

ところから景色を堪能したいという希望はどこに行っても誰でもあるものです。私、何

回も当然地元ですから行きますが、せっかく上へ上がっていい景色見たけど、下りるに

下りられない。スキー担いで、あるいはボードを担いで下りる人もいます。下りリフト

は乗せてくれないそうです。

今回の質問の目的は、国体招致というイベント開催にもありますが、それによって施

設・設備の改修を目的としております。大会でコースが占有されれば、上へ上がった人

が自由に滑って大会の邪魔にならないように、影響を受けないようなコースが必要とな

ります。そういったものの目的もあります。スキー場は国際コースと中の原頂上付近の

ことをマップに大山スキー場からのビューポイントとして宣伝しているにもかかわらず、

行けるのはごく一部の中・上級者、これでは宣伝倒れです。この件を解消するのに、町

長、どういうふうにスキー場に関しての支援を考えているかお伺いして、質問とします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、ビューポイントに上がる方に対してですけれども、これはビューポイントに上

がるためのリフトにも上級者向けのコースだというような案内を大きく出していて、そ

れでも行かれる方ももしかしたらあるのかもしれませんけれども、そこはやはり上に上

がったら、初心者、初級者であれば下りるのも難しいというところはしっかり周知した

上でリフトを運行しているわけですから、それぞれの技量によってそれぞれが判断する

ものだというふうに考えております。
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それから、ビューポイントを売りにして確かにやっているわけでありますけれども、

そこだけで集客ができているわけではなくて、大山のスキー場、確かに上に上がれば景

色がいいので、上手になったら上に上がっていい景色見ようというようなニーズも一定

数あるのは承知をしておりますけれども、もしも例えばビューポイントが本当に集客力

があるということであれば、それは冬場に限った話ではなくて、夏場に例えば、今の索

道、リフトは冬場の設定でありますから、夏に運行する、夏というか、グリーンシーズ

ンにビューポイントまで運行するリフトを設置するとか、そういうような対応で、スキ

ー場としてというよりは、例えばグリーンシーズンの活用として、もっとビューポイン

トに手軽に上がっていただけるような、そういうような工夫も必要ではないのかなとい

うふうに考えているところです。

○議員（９番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大杖議員。

○議員（９番 大杖 正彦君） いい回答を得ましたが、スキーの専門家からいいますと、

スキーというか、ウインタースポーツの、例えば、上の場合ですよ、上に上がった場合、

どうやって下りるか。下りが乗れるところは問題ない。今のスキーリフトは下りを乗せ

てないんですよね。それで、今、町長が言われたように、夏も楽しめるということであ

れば、下りも乗せるスキーリフトの、それから頂上からビューポイントを楽しめる施設

というか、展望台というか、そういうことも必要。それと、ウインターに限れば、初級

者の人が安全に下れるコースが必要となります。このコース開設は、自然公園法の関係

から伐採のほうが禁止されていると言いますけども、大山は、私の聞いた範囲では、そ

ういった関係であればコースの設定はできるのではないかというようなことも耳にして

おりますが、この考えを示して、私の質問を終わりたいと思います。お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

グリーンシーズンの活用に関しては、これは今あるリフトを使ったらどうだとかいう

ような議論もあって、なかなか進まないところもありますが、グリーンシーズンでリフ

トを動かしている地域というのは、冬場のリフトの運行とは別の夏場用のリフトを設置

して運行しているところがあるわけですから、そういう事例を参考にしながら、大山町

でもビューポイントに向けてのグリーンシーズンの活用ということで、そういう施設を

設備投資をしていくというようなことも考えられないわけではないかなというふうに思

っております。

その上で、スキーシーズン、ウインターシーズンにビューポイントまで上がって安全

に下りられるようにということですが、一番課題なのは、大杖議員にはもう釈迦に説法

かもしれませんが、斜度、傾斜の角度であって、今ある斜面を使っていけば、当然傾斜

は緩やかにできないわけでありますから、かなり複雑に、横向きにというか、斜めにジ
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グザグのような形で下っていく、そういうようなコースをつくらなければ傾斜というの

は緩やかにならないかなというふうに思っております。それをしていくためにはかなり

大規模な、森林を伐採するような開発が必要になるのではないかなというふうに思いま

すし、森林残したままでもできるじゃないかというような御意見もあろうかと思います

が、なかなか、例えばビューポイントから今のコースで下ることができない人が、森林、

木がたくさん残っているようなところを安全に滑れるかというようなところも議論のポ

イントだと思いますし、様々なことを考えますと、少しハードルが高いのかなというふ

うに思っております。

今後も、スキー場の利用客の皆さんの御意見とか、あとはニーズに沿って、どういう

ような開発とか設備投資が必要なのかというところを見極めながら、スキー場の改善点

を指定管理をされている事業者や周辺の事業者、地元の皆さんともいろいろ意見交換を

して進めていきたいなというふうに考えております。

○議員（９番 大杖 正彦君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで大杖正彦議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は１１時２０分とします。

午前１１時１５分休憩

午前１１時２０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、７番、門脇輝明議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） それでは、私のほうからは、本日の通告に従いまして、

２問質問をさせていただきます。

１点目は、町有施設のバリアフリー化についてでございます。

令和４年１２月の本定例会でこの議会は名和公民館のバリアフリー対策を求める請願

書を採択いたしました。討論において、採択すべきという立場からの主な主張に、この

請願の願意は、名和公民館のバリアフリー化を冠としているが、広く町有施設のバリア

フリー化を推進してほしいとの思いであると説明がなされております。

そこで、次の点について伺います。

町長は、この請願の願意について、どのように対応しようと考えておられますでしょ

うか。

２つ目、町有施設の管理を所管する各課から施設のバリアフリー化については把握し

ているとの回答をいただいておりますが、この現状について、町長の認識を伺います。

３点目、施設のバリアフリー化の課題は、身体に障害のある方、視覚あるいは聴覚に
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障害のある方、そして心に障害のある方など、それぞれの障害の状況によって様々です

し、課題を解決するための機器や技術も年々進歩をしております。バリアフリー化の推

進や町有施設の新設、改修に当たって、そういった機器や技術を取り入れるための各種

障害者団体の意見を聞く機会を持つことはできないでしょうか、伺います。

４点目、介護を経験された方は雨が降るたびに感じられることだと思いますが、車椅

子使用者にとって、降雨あるいは降雪時の自家用車からの乗降や屋内までの移動は相当

な時間を要するため、介助者を含めてぬれないようにと苦労するところでございます。

かつて本庁舎のハートフル駐車場には上屋が設置されておりましたが、今は撤去されて、

町内で上屋を有する駐車場は道の駅大山恵みの里の駐車場のみとなっております。町有

施設で特に体の不自由な方が利用が多いと思われる診療所、役場本庁舎や支所には誰で

も安心して訪れることができるよう、ハートフル駐車場とそこから施設入り口までの通

路、スロープとなっている部分もありますけれども、これに上屋を設置することはでき

ないか伺います。

以上４点について、答弁をお願いいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 門脇議員から、町有施設のバリアフリー化についてということ

で、４点お尋ねをいただいております。

まず、１点目の名和公民館のバリアフリー対策を求める請願書の願意について、どの

ように対応しようと考えているかとのお尋ねですが、これは、議会のほうでも御説明を

させていただきましたけれども、２階への移動が困難な方に対応するために、１階でも

２階と同様に大人数での会議等ができるように、第３会議室を土足可として、可動式の

机、椅子の整備をしたところであります。

２点目の町有施設のバリアフリーの現状についての認識ですけれども、本庁舎、各支

所、保健福祉センターにつきましては、おおむねバリアフリーに対応できているものと

認識をしております。一方で、各公民館等の比較的古い施設におきましては、出入口、

建物内ともに段差があり、不便な状況であります。こういった施設におきましては、ソ

フト面で工夫をしながら施設運営を行いますとともに、ハード面に関しては、今後の施

設整備計画の中で議論をしていきたいと考えております。

３点目の障害者団体の意見を聞く機会を持つことは可能かとのお尋ねですが、当該関

係機関の意見を聞く機会を設けることは可能であると思います。町有施設の建設やバリ

アフリー化におきましては、利用者視点を反映させるため、地域住民や高齢者、障害者

等関係者の意見が施設整備等に反映されることは重要であると考えております。

４点目の町有施設のハートフル駐車場及び施設の入り口までの通路に上屋を設置でき

ないかとのお尋ねですが、雨具を使用することが困難または時間を要してしまう場合に

は、本庁舎、各支所、保健福祉センターなわ等では、車寄せで乗降していただくことも

－１７０－



可能であります。また、車寄せがない施設におきましては、可能な限り玄関に近づいて

駐車していただいて乗降していただくことも可能としております。そのほか必要があれ

ば職員がお手伝いをさせていただきますので、お気軽にお声がけをいただきたいという

ふうに思います。

教育長の答弁も同じでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） それでは、追加の質問をさせていただきます。

まず、１点目についてですけれども、具体的な対応を町長は答弁いただきました。具

体的な対応は当然ですけれども、ここで願意として請願者が出されているのは、広く町

有施設のバリアフリー化を推進してほしいという思いであります。これについて、町長

は、この願意、請願を受けて、今の施設管理者に対してしっかりと点検等を指示されま

したでしょうか。あるいは教育長もそのような指示はなされましたでしょうか。先ほど

も申しましたように、課題は様々であります。そして、それに対応するためには、心の

バリアフリー化、心のバリアを管理するほうがしっかり下げて対応することが必要だと

思っております。御答弁をお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、名和公民館のバリアフリー対策を求める請願書の願意に関しては、これはいろ

んな捉え方があると思いますが、あくまでもこの請願で出されているのは名和公民館の

バリアフリー対策ということでありますので、そういったところで対策を講じたわけで

ありますが、そのほか、町内全体のバリアフリー対策というのは、これは、請願の願意

がどうかという議論もそうでありますが、それ以外の部分でも必要なことだと思います

ので、引き続きソフト面で対応できるところは対応しながら、ハード整備が必要な部分

はやはり大規模改修とか、あるいは建て替え、新築といったところに、中身の議論にな

ってくるものというふうに思っております。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

議員御指摘のとおり、名和公民館に限らず、町内の施設のバリアフリー化は大変重要

なことだというふうに考えております。ですので、教育委員会としましても、学校教育、

社会教育ともに関係施設の点検を行い、できるところからバリアフリー化を進めるとと

もに、今後の建設計画の中ではバリアフリーというものを念頭に置きながら計画を立て

ていくということで行っているところでございます。以上です。
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○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 願意については、全般的に今後もしっかりとソフト面を

含めて対応していくということでございますので、２点目に入りたいと思います。

各課が所管する施設のバリアフリー化について、それなりに把握をしていただいてお

ると思います。ただ、先ほども申しましたとおり、それぞれのバリアフリー化という課

題も様々でありますし、あるいは住民の要望等も変化してきております。バリアフリー

の基本は、自力で自由にそれぞれの施設が利用できるということだと考えております。

そういう意味では、お声をおかけください、ソフトで対応しますというのは、まだまだ

バリアフリー化ができていないというふうに認識すべきであります。当然ソフトで対応

することも大事でございますけれども、施設面で対応すべき部分は少しずつでも思いを

込めて改善していく、これが必要だと思います。

そういう意味で、何度も申し上げますけれども、一番大切なのは職員の気づき、心の

バリアをどうやって取り除くかということで、具体的には、今、バリアフリーができて

いますよということではなく、例えば今、場所によっては点字ブロックが剥げたり、あ

るいは実際にはバリアフリー化しているけども使いにくくなったりという部分があると

聞いております。そういう部分をいかに点検でなくしていくかということが大事だと思

いますけれども、その点について、今後どのように点検等を行っていかれるのか、町長、

教育長、答弁をお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

施設管理の面におきましては、これは今までも行ってきておりますし、それでも至ら

ないところがもしもあれば、御指摘をいただいたところに関してはすぐに対応するよう

に心がけておりますので、また具体的にお気づきのことがございましたら、各担当に御

意見等をお寄せいただければというふうに思います。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

施設の点検につきましては、日々職員が行っているところでございますが、やはり職

員では気づかない部分というのもあるかと思います。その辺りでは、利用者の声に耳を

傾けながら改善を進めていきたいというふうに考えております。以上です。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） それでは、しっかり点検をし、利用者の声に耳を傾けて

整備をしていきたいということですので、しっかりお願いしたいと思いますけども、３
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点目、そういう意味では、関係団体の意見を聞くということで、そういった関係者の意

見が反映されることは重要であるというふうに認識をしておられるというお話でしたけ

れども、総合福祉課の最初設置の案が出てきたときに、プレハブ対応ということでござ

いましたけれども、その設計図を、粗設計図でしたけども、見させていただくと、とっ

てもそういったバリアフリーに対して関係団体の意見が反映されているとは見えないよ

うな設計図でございました。そういったところで、本当にやっぱり定期的に、どこが担

当されるか分かりませんけれども、そういった維持管理、あるいは新設、改修等につい

て、意見を交換できる場をきちんと設けておくべきだと思いますけれども、そういった

あたりはできないものでしょうか。町長、お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

先ほどもお答えしたとおりですけれども、何か大規模な改修ですとか新築をするよう

な際には、そういう関係団体からの聞き取りもできるというふうに考えておりますし、

重要だというふうに思っております。

今御指摘いただいた福祉部門の再編において、どういうところに執務室をつくってい

くのかというところは、確かに途中段階ではいろいろ御指摘もいただいて、最終的には

福祉センターの中での改修ということでできないかというようなことで考えております

ので、その上で、利用する方が不便でないような造りにしていきたいというふうに考え

ております。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 重要な施設をあるいは大規模改修ということは当然やる

べきなんですけども、よく利用者さんが気づかれるのは小さなとこなんですよね。小さ

なところがちょこちょこあるから施設が使いにくいな、あるいはちょっと行きにくいな

ということがあるわけでして、そういったことをそれじゃあ個々の利用者さんが一々担

当部署に申し出るかといったら、なかなかそれはハードルの高い部分じゃないかなと思

っております。そういった意味では、福祉部門が一番窓口として適当なんじゃないかな

と思うんですけれども、そういった町の施設に対する要望等、何でもいいですから聞か

せてくださいといったことをそういう障害者団体と話合いができる、懇談できるような

場は持たれないもんでしょうか。町長、再度お願いいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

詳細な進め方、今後の進め方については担当からお答えをさせていただきたいと思い

ますけれども、基本的には状況に応じてだと思います。全部の改修工事に関してそうい
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った意見交換を持つということになれば、相当な相手方の負担にもなろうかと思います

から、本当に必要に応じてというところになろうかと思いますけれども、基本的には、

いろんな方が利用される施設でありますから、どんな方が利用される場合であっても不

自由なく、不便なことがないように対応をできるようなまずはハード整備をする。その

上でできないところはソフト的に対応していくというようなことになろうかというふう

に思っております。

詳細は担当からお答えをさせていただきます。

○福祉介護課長（池山 大司君） 議長、福祉介護課長。

○議長（米本 隆記君） 池山福祉介護課長。

○福祉介護課長（池山 大司君） 町全体のことについてはまたちょっと総務課と調整し

たいと思いますが、福祉部門からの意見というか、御説明とさせていただきたいと思い

ます。

窓口としてうちのほうが対応するということについては、恐らく可能だと思います。

現在も身障協会とか手をつなぐ育成会、こういったものの事務局のほうとはいろいろ調

整をしております。そういった部分ではお話を伺うことはできると思いますが、今のと

ころはバリアフリーに関して細かな御要望とかはいただいておりませんので、また少し

今後詰めていきたいと思います。

バリアフリーと一言で言いましても、以前に御提案いただいたようなサニタリーボッ

クスの設置ですとか、そういった簡単なものからユニバーサル的に対応したトイレの改

修、物すごい千差万別でございます。それに対応していこうと思うと、恐らく水回りの

関係とか、施設の建築年度とか、その辺りを事細かく調整していかないといけないとい

うことになりますので、うちはあくまでも窓口ということになって、細かい部分につい

ては各施設管理者のほうと調整をしていかないと実現は難しいのかなというふうに考え

ております。以上です。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） おっしゃるとおり、住民さん、あるいは障害を持ってい

らっしゃる方の要望は千差万別で、一々１つずつその都度やるということはなかなか難

しいということは承知をしておりますけれども、やっぱり窓口がちゃんとあるというこ

とが大事なことではないかなと思います。そういう意味で、常々関係を持っていらっし

ゃる福祉のほうにそういうことがあったら関係各課との調整をお願いをしたいと思いま

す。

それで、４つ目の論点に入りたいと思いますけれども、上屋の件ですけれども、確か

に介護を受けられて、例えば車に乗せていただいて来庁される方、それは要するに近い

ところに降ろせば比較的職員さんの手助けもいただけるということで、ある意味楽なん

ですけれども、見られた方もあると思いますけれども、自力で車を運転して、そして車
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椅子に移乗して来られるという方もいらっしゃいます。そういった方について、それじ

ゃああんたは一人だからそれでいいんだよということではないと思いますし、介助のあ

る方もそういった屋根つきの駐車場があれば、そこで介助される方を降ろして、そして

車椅子で誰にも頼むことなく移動をすることができる、用事を済ませることができる、

そういうことがバリアフリーではないかな。当然ないところはお手伝いをしていただく

ということはありがたいことなんですけれども、そういう意味で、本当に上屋というの

はあってほしいなと思うわけですけども、本庁舎に設置されておりました上屋、設置さ

れた理由といいますか、目的といいますか、そういったもの、そして撤去された理由、

不要になったということであればそれはそうなんですけども、あったほうがよかったん

だけども、古くなって撤去した。それじゃあ最初の目的は何だったということになるわ

けですから、その辺りのことを納得できるように答弁いただけますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

本庁舎にあったハートフル駐車場の上屋の部分の経緯ですとか詳細は担当からお答え

をさせていただきたいと思いますが、基本的には、利用状況等を鑑みた場合に、車寄せ

等で乗降していただくというようなケースがあるということ、それから、上屋があった

としても、それから本庁舎に行くまでには屋根がありませんから、そういうところを考

えても、車寄せで乗降していただくほうが利用者にとってもメリットがあるのではない

かといったところでの判断かというふうに認識をしております。

○総務課長（金田 茂之君） 議長、総務課長。

○議長（米本 隆記君） 金田総務課長。

○総務課長（金田 茂之君） 撤去についてお答えをいたします。

経年劣化と塩害というところで台のほうが朽ちてきまして、台風時にどうしても危険

だというところで撤去のほうはさせていただいたというところでございます。

当初の必要性ということでありますけれども、ないよりは当初あったほうがいいとい

う考えで設置はしたんだろうとは思いますけれども、先ほど町長の答弁にもありました

とおり、そこから、降りられてからまた玄関に入るまで全く上屋がございませんので、

そういったことも勘案して、今後は上屋をなしにして、玄関の近くで乗り降りをしてい

ただくという格好にさせていただいたというところです。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） いわゆる効率の問題で、利用者の問題ではないというこ

とは分かりました。ただ、バリアフリーを求める方の思いとしては、たとえ１人であっ

てもそういった要望に応えていただきたいという思いがあることは御理解をいただきた

いと思います。そういった部分で、大きなことはなかなか予算もあることですからでき
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ないかもしれませんけども、少しずつでも前進させていきたいという、そういう思いが

多分御答弁の中であったと思いますけれども、再度確認させていただいて、この１問目

の質問を終わりたいと思います。町長、お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

確かにハートフルスペースのところに上屋があればあったでいいんでしょうけれども、

そちらを御利用くださいというような誘導であれば、本当に雨具を使用するのは大変だ

という方にとっては、そちらを利用せざるを得ないような状況になるわけですけれども、

現状で上屋がなく、降雨、降雪等があった場合に、どうしても雨具の使用等が大変だと、

時間がかかるといった場合には、車寄せで本庁舎の前で降りていただく、あるいは通行

される方に配慮してしばらく車が止まっていても、それはそれで大丈夫なように運用を

していきたいというふうに考えておりますので、そのほうが利用者にとってはメリット

が大きいかなというふうに思っております。そこを利用すること、しばらく車を止めた

りするようなところで、例えば使う際の心理的なハードルがちょっと高いぞというよう

なことがあれば、そこはここはそういうふうに利用してもいいですよというような周知、

掲出をすることで、心理的な利用者のハードルも下げることができるのではないかなと

いうふうに思っていますので、そういったところで工夫はしていきたいというふうに考

えております。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） それでは、２問目に入らせていただきたいと思います。

２問目は、これまで何度もお願いを、質問もさせていただきましたけれども、奨学金返

還支援制度の拡充についてということで質問をさせていただきます。

総務省の住民基本台帳人口移動報告年報によりますと、２０１４年から２０２１年ま

での８年間の本町の２０歳代の転出・転入者数の平均は、転出が通告書には１１４人と

記載しておりましたが、これ、転記間違いをしておりまして、正確には１５８人です。

転入が９７人で、差引き６１人の減で、他の年代層に比べて突出して多く減少をしてお

ります。ちなみに、進学等によると思われる１５歳から１９歳までの転出、転入の差は

平均３１人の減、３０歳代は平均６人の増となっております。これは町長の移住定住政

策の効果があったのかなというふうに感想は持っておりますけれども、実際に大事なと

ころは、２０歳代が６１人減をしているということでございます。

そこで、次の点について伺いたいと思います。

町長は、人口減少対策の面から、この状況をどのように捉えていらっしゃいますでし

ょうか。

２問目、私は、２０歳代という年代層は、将来この大山町を支える、そして発展させ
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る上で非常に重要な役割を担っていただく方だと考えております。２０歳代の転出と転

入の差６１人を少しでも少なくするための有効な施策を打ち出すには、若者が移動する

理由などについて調査研究が大切だと考えますが、町はそういった調査研究を行い、実

態の把握に努めておられますでしょうか、伺います。

３点目、若年層が転出する理由としては、一般的に地域に希望する就職先がないとか、

賃金が安いとか、あるいは娯楽が少ないとか、異性との出会いが少ない、家族や地域の

人間関係が煩わしいなどがあると言われておりますが、これらの課題を解消するために、

町行政として力を入れて取り組んでいる具体的な施策はどのようなものがあるのかお伺

いをします。

４点目、私は、奨学金返還のための経済的な負担が重く、本町に帰りたいと希望して

いるけれども、若者が都会を離れられない足かせとなっているのではないかという考え

から、これまでも町独自の奨学金制度の拡充を訴えてまいりました。２０２２年度に開

始された町の奨学金返還支援制度の利用は、２０２２年度が２名、２０２３年度の予定

は６名と聞いております。冒頭に述べたとおり、進学や就職などで大山町を離れていく

方が１年に平均１５８人という状況を考えると、まだまだ少ないと思います。これは２

０代の人数です。一人でも多くの方が大山町に残っていただけるよう、対象者となる条

件の緩和などを行い、利用の拡充を考えられないか伺いたいと思います。

じゃあ答弁をお願いいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 門脇議員から、奨学金返還支援制度の拡充について、４点御質

問をいただいております。

まず、１点目の人口減少対策の面から２０歳代の人口減少の状況をどのように捉えて

いるのかとのお尋ねですが、大山町の人口減少対策につきましては、御指摘のとおり若

者の流出が最も重要な課題であると認識をしております。

２点目の移動の理由の調査研究を行っているかとのお尋ねですけれども、県外からの

転入、県外への転出に関しましては、アンケート調査を実施しているところであります。

大山町の令和４年度の県外転出理由としましては、就職によるものが一番多い結果とな

っております。

３点目の若年層が転出する理由を様々上げられておりますけれども、これは転出理由

として御指摘のとおり、様々あるというふうに考えております。

４点目の奨学金返還支援制度の条件緩和あるいは利用対象の拡充というお尋ねですけ

れども、来年度、基金による将来財源の明確化を含めまして、制度の拡充も検討に着手

をしたいというふうに考えております。

教育長の答弁も同じであります。

以上で答弁とさせていただきます。
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○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） それでは、追加の質問をさせていただきます。

まず、１点目ですけれども、若者流出が最も重要な課題であると認識しているという

お話でありますけれども、そういった認識があるのなら、これに対して集中的な対策を

取る必要があるのではないかと思っておりますけれども、そういった対策を考えて、検

討して取っていく考えは、町長、ございませんでしょうか、伺います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今までの大山町の人口減少対策としましても同じようなことを申し上げてきたところ

でございますけれども、一度進学あるいは就職等で大山町を出ていかれる若い方がいる

というのは、これはもう仕方がないというふうに考えております。そこを出ていかない

ようにするというのは、それは本人にとっても地域にとってもメリットあまりないと思

ってますから、進学、就職で一度町外に出られる方というのは、その時点で流出を止め

るような対策というのは特にしていないところであります。ただ、その後、例えば進学

が終わった後の就職、さらには結婚、また、家を新築される。それから、子供が生まれ

て子育てを始める。そういうような人生のある意味節目節目で大山町を住む場所として

選んでいただけるような政策をすることで大山町に戻ってきてもらう。そういう人が増

えるような取組を進めてきたところでありますので、これは門脇議員の御説明にもあり

ましたとおり、その上の世代、３０歳代は転入が多いような状況であります。そういっ

たところをどうやって増やしていくかというところで、奨学金の返還支援というところ

も当然つながってくる部分だと思いますので、今後、有効な施策になるように検討を進

めていきたいというふうに考えております。

○議長（米本 隆記君） 議員の皆さん、執行部の皆さん、テレビを御覧の視聴者の皆さ

んに御連絡します。間もなく正午になりますが、門脇議員の一般質問が終了するまで継

続して行います。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 町長のおっしゃることも一部納得できる部分もあるわけ

ですけども、奨学金の返還支援の対象となる人、奨学金の返還期間はおよそ長くても１

０年です。そうすると、結局そこの方に返還支援が有効に機能するのは卒業されてから

１０年間というふうに考えられるわけですよね。そうしたら、実際には２３歳から３３

歳までの間。その方たちに対して、奨学金しっかり返還支援しますから、大山町いいで

すから帰ってきてくださいねというふうにアピールするためには、今、町長が考えてい

らっしゃるのは３０歳代で、例えば三十五、六、あるいは４０前に帰ってきていただい
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て、それじゃあ帰ってきたけども、ほかの部分は住宅政策とか、そういったことでやっ

ているわけですけども、事奨学金に関してはあまり意味がない、そういう形になってく

るのではないかと思いますけども、そういった部分で、２０歳代の対策としては、あま

り今の現状、よくないのではないかなと思っております。

そうしたら、よくなかったら、そんな奨学金返還支援の政策なんか別にやらなくても

いいんじゃないという話になるわけですけども、これは大学を１０代で進学等をして県

外に転出された方がいざ就職となったときに本町に帰ってきていただく、そのためのあ

る意味支援の政策だと考えておりますので、そういった部分では、帰ってきていただく

ためには、もう少しというか、目標を持って拡充をしていくべきだと思いますけども、

この返還支援のための利用者といいますか、受給者といいますか、そういった方の目標、

何人ぐらいやっていくんだというふうな目標は町として立てるべきではないかなと思い

ますけども、いかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

奨学金返還支援制度による若者のＵターンの促進というのは、これはまだ効果出てな

いと思ってます。それは、制度が始まってまだ間もないというのは門脇議員が説明して

いただいたとおりなんですけれども、これは例えば大学であれば、その大学で奨学金を

利用する際に、これは利用した後に申し込むというような類いのものではないので、利

用する際に申込みをして、県の制度と併せて活用していくということになりますけれど

も、それが効果が出てくるのはしばらく年数がかかると思います。卒業して実際に大山

町に戻ってきて、奨学金の返還が始まるというような時期に支援制度として動いていく

わけですから、まだちょっと数人、効果があっても数人というところで、もうしばらく

恒常的な効果として出てくるのは先かなというふうに考えております。

その上で、目標とする人数ですが、これは門脇議員も分析していただきましたとおり、

２０１４年からの８年間で大体平均すると約６０人ぐらいの転出だということなんです

が、これは２０歳代で６０人ということであれば、１歳刻み、学年刻みでいくと大体６

人ぐらいということでありますから、そこの差を埋めていくためにはこの奨学金の返還

支援制度、今でも利用人数等を見ましても、ある程度数としては出ているかなと思いま

すが、そこの差が埋まるぐらいの拡充をするためにはどういった拡充が考えられるのか

というところを今後も数字を基に検討していきたいなというふうに考えております。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 今の町長の答弁では、１０年間で６１人だからというこ

とではないんですよね。要するに１年当たり６１人減っているということです。その辺

で、１０年で割って６人平均でいいんだというわけではないということは確認をしてお
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きたいと思いますけれども、そういった部分で、本当に人口減少を考えていく上では、

この出ていく人をいかに少なくするのか、そして入ってきてくださる方をいかに増やす

かという２つしかないわけですよね。その中で、入ってくださる人を増やす施策として

は、確かに長い目で見ると住宅政策であったりとか、子育て支援政策であったりとかと

いうことであるわけですけれども、本当に今すぐすぐ入ってきていただく方のためにな

るのは、この奨学金支援制度が今、唯一ではないかなと考えております。そういった部

分で、ほかに何かこういった２０代の方の転入を増やすような施策があれば、それを併

せてやっていけばいいと思うんですけれども、そういった施策、こういったことをやり

ますから２０代増えていきますよという町長からのお話があれば、私はなるほどなと納

得をさせていただくんですけども、その点、いかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

先ほどの説明で門脇議員が１０年で割ったらという話がありましたが、１０年で割る

のではなくて、８年間の平均で１年当たりの平均転出が約６０人ということなので、２

０歳代って一くくりに言いましても１０学年あるわけですから、学年当たりの人数でい

くと６人程度というようなことになりますので、例えば奨学金返還支援制度の活用によ

って毎年学年当たり６人転入が増えているというような状況がつくれれば、これは単純

計算ですけれども、プラス・マイナス・ゼロの状況には持っていけるのかなというふう

に考えているところです。

ただ、奨学金返還支援制度だけの理由によって大山町に戻ってくる、戻ってこないと

いうのが決まっているわけではないというふうに考えておりますし、要素としては大事

だと思ってますし、必要なことだと思いますが、それだけではない理由を持っておられ

る方というのもありますので、そこの分析も必要だというふうに思っています。

そこの分析ですが、これも今までの人口減少対策の特に移住定住の部分でお話をさせ

ていただいたところでありますが、大山町から年間転出をされる方の中で、全国の自治

体を対象にした上でも、大体、年によってばらつきはありますが、六、七割ぐらいは隣

の自治体に出ているというような状況があるわけです。その中で、大きな理由としては、

特に賃貸住宅が大山町内、少なくて、賃貸住宅を探したら隣の自治体に行き着いたとい

うような方もあるというふうな認識でありますので、特に若い世代の町内への移住定住

を進める上では、賃貸住宅の供給というのはまだまだ足りていない部分かなというふう

に思っておりますので、町としても財政負担が可能な限りない状態でＰＦＩの活用によ

る町営住宅の、賃貸住宅の整備であるとか、あとは民間の投資がもっと生まれるように

子育て支援策を充実させていくとか、そういったところで進めておりますが、今後も門

脇議員はじめ議会の皆さんの御提案等を十分に検討して政策を進めていきたいというふ

うに考えております。
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○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで門脇輝明議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は１時１０分とします。

午後０時０９分休憩

午後１時１０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

午前中に引き続き一般質問を行います。

次、２番、西本憲人議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） ２番、西本憲人です。本日は１問質問させていただきま

す。本日の質問内容は、私が議員になりまして２年間、ちょうど年度末なので、２年間

で過去に提言した内容の進捗状況の確認をしながら、この２年間の総括の質問というふ

うに受け止めていただいたら結構です。２年間、総務常任委員会で議員活動をしてまい

りまして、その中の一般質問であったり、少し質疑、委員会内で出た話など、幾つかピ

ックアップしてお伺いしたいなというふうに思っています。

今回の一般質問で一番聞きたいことはということで、論点なんですけれど、役場、特

に町長ですね、町長の真意、これを教えていただきたいというのが一般質問のメインの

内容です。

具体的には、いろんなところでいろんな提案をしてきている中で、事業化されたこと

とされてないことがあるので、なぜこれはやったのか、なぜこれはやらなかったのかっ

ていうのを理由を説明していただきたいなというふうに思います。これが明確になると、

議会とか議員との信頼関係が、行政との信頼関係がしっかりできて、町民にとってもい

い状態になるというふうに思っての質問になります。

それでは、通告に従いまして質問をいたします。

通告文。過去２年間に提言した内容をその後どうなったのか、現時点での進捗状況の

確認をしたいと思います。一般質問で提言したことや問題として扱ったこと、その他、

総務常任委員会での内容も含めて、全ては時間の関係で無理ですが、確認していければ

と思います。できるだけ簡潔に、テレビを見ている住民の皆様にも分かるように進捗状

況もしくはできない理由などの答弁をお願いします。

提言が形になったものの一部です。１、生ごみ出しま宣言袋やごみ処理機の補助、節

目の歯科検診など、節目の歯科検診は今回の当初予算ですけれど、こういった事業とし
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て提案されたということですね。提言が事業化された背景と理由は。

２、提言がまだ町政に反映されてないものについて。

２番目としましては、自主組織の方向性の再確認、こちらはある程度反映されたとい

うか、確認が取れています。自主財源確保の必要性。

３番、地域おこし協力隊を今よりもっともっと多く募集していく考えは。

４番、サザエ、アワビ、ほかの産物も含め、町としての産地化はということです。

５番目、少子化対策の明確な目標値、目標の見直し、具体的には、総合戦略の合計特

殊出生率というのを以前数字として、ずっと目標値として目指しているので、これはず

っとおかしいんではないでしょうかというふうに何度も議場でも話させていただきまし

た。

６番、空き家問題ですね。これは空き家の調査をまずしっかりするべきではないです

か、登録空き家の物件をウェブ内覧するようにしたらどうですかって、これは委員会で

言わせてもらいましたね。あと、お試し住宅として、今、ショートステイ物件の補助金

などが出ていると思うんですけど、そもそも友好館でお試し住宅の要素で使っていたの

で、今の制度が整うまでは同時進行でもいいんじゃないでしょうかという話をしたいで

す。

７番ですね。一般廃棄物処理計画の見直し、これ、去年の４月に策定されたもんなん

ですけど、その中でも課題としてあったんですけれど、新しい計画に反映されていない

ものとして、１人当たりの廃棄物処理料はどんどん上がってますと、ただ、それが課題

としてあるのに目標値としての定めがなかったので、それの理由をしっかり教えてくだ

さい。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 西本議員から、過去に提言した内容の進捗状況はについて、７

点質問をいただいておりますので、お答えをいたします。

まず、１点目の生ごみ出しま宣言袋、ごみ処理機購入補助、あるいは節目歯科検診の

提言が事業化された背景と理由に関してのお尋ねですけれども、まず、廃棄物の関係の

ほうですけれども、背景としましては、大山町のごみの総量に対する生ごみの割合が３

割近くありまして、生ごみを削減することがごみの削減に効果的であるというようなと

ころでございます。

理由としましては、生ごみを自家処理をして、可燃ごみとして排出しない家庭を増や

すことで、生ごみ削減への意識の高揚となりまして、大山町のごみの減量化、再資源化

につながるものと考えたからであります。また、生ごみ出しま宣言袋に関しましては、

その生ごみ出しま宣言袋を使用することによりまして、生ごみ削減の意識啓発になるの

ではないかというふうに考えたところです。ごみステーションで自治会の人同士が生ご

み出しま宣言袋を目にするといったような機会を通じて、生ごみ削減のきっかけづくり
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になることを期待して取り組んでいる事業でございます。

また、節目歯科検診におきましては、口腔疾患、特に歯周病におきましては、様々な

全身疾患と関係しておりまして、これを予防することが健康維持、改善に重要となると

考えましたことから、来年度、新たに取り組むことといたしております。

２点目の自主組織の方向性の再確認と自主財源確保の必要性についてのお尋ねですけ

れども、大山町といたしましては、行政で対応し難い細やかな住民サービスや地域課題

におきまして、集落単位でも対応できない部分を扱うのが地域自主組織の役割という位

置づけでございます。公益的な活動に関しましては、これは補助金や受託などで行って

いただいて、収益的な事業等は自主財源で賄ってもらうということが基本ではないかな

というふうに考えておりますし、以前もそのように御説明をさせていただいたところで

す。

３点目、地域おこし協力隊を多く募集していく考えにつきましては、現在、農業部門

で２名、観光部門で１名、慶應義塾大学との連携で１名の協力隊員が在籍をしておりま

す。来年度から企業部門で２名の採用が決まっているところでありまして、今後も必要

に応じて募集をしていきたいというふうに考えております。

４点目のサザエ、アワビも含め、町としての産地化はというお尋ねですけれども、現

状といたしまして、サザエ、アワビの産地化やブランド力による販売促進には至ってな

いというふうに認識をしておりますけれども、県漁協の町内各支所や生産者団体がブラ

ンド化に向けて取り組む考えであれば、大山町としても支援、協力して進めていきたい

と考えております。

５点目の少子化対策の明確な目標値、目標の見直し、具体的には総合戦略の合計特殊

出生率を目指しているのはどうかというお尋ねですけれども、明確な目標値や目標の見

直しにつきましては、次回の計画時に対応する考えであります。その上で、まずは御指

摘をいただいております本町の人口動向分析でありますとか、将来人口推計に関しての

調査を実施したいというふうに考えております。

また、合計特殊出生率に関しましては、これも今までの御説明でも申し上げましたが、

目標値の一つとして意義あるものというふうに考えておりますが、今後、諸計画の見直

しの際には、いろいろ御提案をいただいたような指標の設定も併せて検討したいという

ふうに考えているところでございます。

６点目の空き家問題では正しい空き家数の調査、登録空き家物件のウェブ露出、お試

し住宅としての活用があった友好館の再利用、空き家活用でのショートステイ物件の考

え方などということでお尋ねをいただいておりますが、空き家数の調査に関しては、新

年度実施したいというふうに考えております。登録空き家物件の町ホームページ上の表

示につきましては、必要な追加情報の表示に向けて、今後、情報収集をしていきたいと

いうふうに考えております。

ショートステイ物件につきましては、事業者提案による町内空き施設を活用した施設
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整備に取り組む考えでありまして、友好館を再利用していくというような予定ではござ

いません。

７点目の一般廃棄物処理計画の見直しに関しましては、具体的には１人当たりの廃棄

物処理経費が目標に入っていない理由でございますけれども、大山町から発生します可

燃ごみの約４割を米子市に焼却委託をしておりますので、目標を定めても、処理経費を

大山町でコントロールするということが非常に困難な状況であります。こういった処理

経費というのは、昨今のエネルギー価格の高騰等にもよりますし、社会情勢によって大

きく変動するものでありますので、そういった数値が目標値に入っていないというとこ

ろでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） ２年前に初めて議員になって、ここでいろんな質疑だっ

たり質問させてもらったときに比べて、最近は、町長、すごい丁寧な説明をしていただ

けるなっていうふうに感じてました。とても当初予算でも納得できる事業、急に何だこ

の事業はって思う事業もあったんですけど、そこは時間を取ってすごく丁寧な説明をし

ていただいて、今の執行部の体制としてはすごく信頼が増してきたなというふうに感じ

てます。今後もそういう丁寧な説明いただけると、擦れ違いなくできていいなというふ

うに思っているんですけど、何が言いたいのかというと、今いただいた説明でも、例え

ば生ごみ出しま宣言袋、ごみの中で可燃ごみが多い。可燃ごみの中でたくさん水分を含

んでますっていう、何割ですという話をいただいたのが今回導入した理由ですというふ

うにおっしゃられました。ただ、それって前々町長の山口町政時代からずっと言われて

て、その当時もう既にごみ処理機が入ってたと思うんですよ。どのタイミングでなくな

ったかは分からないんですけれど、そういうごみ処理機の補助がなくなったり、こうい

う新たに、すごくいいことだと思いますけど、生ごみ出しま宣言袋が出てきたり、それ

がやる理由です、やらない理由ですというんだったら、なぜ途中でやめたり出てきたり

とか、ずっと多分これは、うちの町だけじゃなくて、日本中の課題だと思うんですよね。

その違いがちょっと全然分からなくて、その辺を少し説明をください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これはごみ処理の関係の御質問のときにも御説明をしたかもしれませんけれども、生

ごみ処理機の購入補助というのは年々申請の件数が減ってきていて、最後のほうは１年

間に１件も申請がないというような状況でありました。そこで、役目を終えた制度とし

て一度休止をしておりますが、やはり廃棄物の削減というところには何らか手を打たな

いといけないということを検討を進めておりまして、全国的ないろんな事例も担当課の

－１８４－



ほうで調べながら、生ごみ処理機だけの購入補助ではなくて、それと併せた、生ごみを

出さないという宣言をしてもらった家庭に対してそういった袋を配付するというような

事業を併せてやれば、より効果的ではないか、より申請も増えるのではないか、それに

よってごみの削減効果も高まるのではないかというふうな仮説を立てて政策としてまと

めたので、今、実施に動いているというところでございます。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） つまり以前あったけど、一旦はニーズがなくなってやめ

ました。だけどやはり必要性を感じたので、少しパワーアップさせて再度始めましたと

いうことで合ってますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

必要性というのはずっと感じていながらも、申請が全くないような制度をいつまでも

残しておくというのもあまり合理的ではありませんので、そこは一旦区切りをつけて、

再度バージョンアップをさせて、政策として進めているというところでございます。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 今はたまたま生ごみ処理機の話で議論をしているんです

けれど、ほかの議員さんたちが言われることだったりとか、その他、私が質問した中で

もよく出てくるんですけど、ニーズがなくなったのでやめましたとか、件数が少なかっ

たのでやめましたというのは、必要性があるんだったら、例えば啓発をし続けるべきだ

と思いますし、啓発をしっかりし続けている状態で件数がなくなったのか、しっかり啓

発ができているっていう状態ではなかったから件数が減っていったのか、これはどうい

うふうにお考えでしょうか。例えばこの生ごみ処理機のことに関しては、啓発がしっか

りできてたと思われてますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

啓発としましては、毎年広報を活用したりして周知をしているところでありますけれ

ども、それでも年々申請件数が減ってきていたというところで、制度の中身を変えます

というよりも、一度打ち切って新たな制度として立て直すほうが、当然発信力というか、

周知の効果というのは高いところがありますので、新たな制度として組み立てて、もう

一度お出ししているというような状況であります。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。
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○議員（２番 西本 憲人君） すごく理解できました。一度打ち切って新たな制度とし

て発信するほうがＰＲ効果が高いというのは、確かにそれは一つあるなと思いました。

ただ、現行の制度をそのままバージョンアップするほうがもしかしたら事業を立ち上げ

る際の手間とかがなかったのかなとも少し思うのが１点と、もう一つとしては、やはり

先ほどからいろんな議員の答弁聞いてても思うんですけど、もう一歩踏み込んだＰＲで

あったり事業遂行の姿勢というのがあってもいいのかなと思うんですよ。

というのは、大体どういうふうにＰＲしますかっていったときに、広報だいせんで載

せてますと。防災無線でやってますと。ＬＩＮＥとかツイッターを使ってやってますと。

もちろんそうなんですけど、それだけでしっかり周知ができるんだったら、あまり苦労

しないし、いろんな諸問題が解決していると思うんですよね。やはりそこがしっかり課

題点だと思って解決するんでしたら、もう一歩踏み込んだ、具体的に言うと、先ほど門

脇議員が言われてた、屋根があるところですかね、ハートフルの、屋根があるところを

つけないんですかって、つけませんと、庁舎の入り口、上屋がついてるとこのほうがソ

フトとしても利便がいいですしみたいな、ちょっと正確な答えは分かりませんけど、そ

ういうふうに認識しました。なるほどなと思いました。ハードをかけずに、それでもそ

ういう使い勝手があるような状態でやるっていうのは、予算を抑えながらより利便性を

高める方法の一つかなと。でもそれだけじゃなくて、そこにそういうふうな使い方でき

ますよと、障害をお持ちの方は離れたハートフルのスペースじゃなくて、何ていうんで

すか、庁舎前に車を横づけしてもらっていいんですよっていうことがもう一つ看板があ

るだけで一つ踏み込んだ、すごいコミュニケーション取れた事業になると思うんですよ。

でもそれがないと、屋根取っ払っただけのちょっと冷たい行政みたいに映ると思うんで

すよね。

ちょっと余談が長くなりましたけど、その一つ踏み込んだことと余計お金がかかる、

人件費とか手間がかかるんじゃないですかっていうことを少し答弁ください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

広報の在り方っていうのは課題があると思ってます。特に新年度から総合戦略課とい

うことで、少人数の課で、そこで特に匿名的なといいますか、力入れていきたい、特に

力を入れたい事業というものをそこに集めて、積極的に進めていこうというふうに考え

ております。言われるみたいに、大山町の課題としては、結構いい政策やってるような

ことを言っていただける評価もいただいてはいるんですが、やっぱりその情報の出し方

とかコミュニケーションの取り方が悪くて、いいことやってるのに何か接触不良みたい

な、そういうことでうまくつながっていってないというようなところは多方面であると

思ってますので、今御指摘いただいたところも含めて、広報の在り方、広報というのは、

別に媒体をどう使うかの話ではなくて、どういうふうに町民の皆さんとか事業者の皆さ
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んに浸透して、そこを活用いただけるのかというところだと思いますので、いろんな媒

体ありますけれども、その媒体の活用方法とかいうようなところからさらに一歩踏み込

んだコミュニケーションの方法としての広報の在り方、しっかり考えていきたいという

ふうに思っております。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 形になった事業に対してこんだけ突っ込むことも珍しい

と思うんですけど、広報のことに対しての課題点はありながら、それに対して今度、総

合戦略課をつくりますっていうことで、分かりました。

だとしたら、さっきの以前広報はしてたけどニーズがなかったですっていう答弁は、

少し今の話と食い違ってきますよね。言われたこと、ちょっと矛盾がしてますよね。広

報が不十分だと思ってますと言うのに、広報しててニーズがなかったのでやめましたっ

ていう話をしてましたよね。これ、どういうふうに解釈すればいいですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

毎年ずっと同じような周知の仕方をしてきていると、その上で、だんだんだんだん申

請が減っていっているというところで、確かに改善はされてないと思いますが、周知と

しては、方法はずっと同じやり方でやってきているというところであります。そこをや

っぱりてこ入れしなければいけないということで、政策的には刷新をしておりますし、

そもそもの広報の在り方、全体的なところとして、まだまだ広報、発信力というところ

が弱いと思いますので、そこをしっかり来年度以降、強化していきたいなというふうに

考えているところです。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 大体分かりました。反映されてないものっていうふうに

２番目以降、書いてあるんですけれど、中には反映されたものもあると思います。２番

目の地域自主組織、まちづくりの方向性の再確認であったり自主財源のことなんですけ

ど、方向性は、集落の課題解決というのは総務常任委員会でも提案させていただいて、

そういった答えが返ってきてますので、これは一緒だと思います。その上で、やはりそ

こをもうちょっと、現時点でちゃんとそうですよということを１枚物でもまとめたほう

がいいと思います。というのも、総務常任委員会でもその話が出た際に、まちづくりの

立ち上げ時期とか、その話を聞いた時期によってタイムラグがあって、形としては残っ

てないんですが、地域自主組織はそのうち自主財源１００％でいかなきゃいけないって

いうふうに思われてる方も中にはいますし、そうじゃなくて、地域の課題解決であった

り活性化、これがメインですよっていうのを聞いてる。ひもといていくと同じなんです
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けど、ちょっとタイムラグがあって、人によっては評価に誤解が生じてしまっているな

というのを思いますので、これは毎年 ０００万使ってやってる事業なので、誤解がな

いように進んでいったほうがいいと思うんですよね。なのでそれぐらい、１枚物とかで

いいので、計画までつくる必要ないと思うんですけど、そういうまとめはちょっと必要

かなと思うんですけど、いかがですかね。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

認識がばらばらだという話で、方針としては示しているところでありますので、再度

そういったものが周知できるように、分かりやすく説明したような資料なりを準備して、

周知をしたいというふうに思っております。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） まちづくりの自主財源確保については、最初すごく反対

でした。コンプライアンスがちゃんと整備し切れてない、もしくはコンプライアンスが

必要、コンプライアンス的に税務や労務が必要だよっていうことが自主組織に周知され

てない状態で自主財源確保を促しているように見えてましたので、すごく反対してまし

た。だけどここ最近、何かすごく役場の担当職員さんとか頑張ってくれて、そこはすご

くしっかり支援であったり、税務署との連携を取りながらやっているって聞いてるので、

すごくいいことだなというふうに思ってます。引き続き自主財源確保を目指してもらう

方向性ですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

以前からも同じようなことを言っておりますが、地域自主組織が自主財源１００％で

いくというのは、これはなかなか難しいと思ってます。領域でいいますと、ビジネスと

しての地域課題解決、ソーシャルビジネスみたいな形で社会的起業をしていって取り組

むべき領域とはまた別の事業領域を地域自主組織はやっていると思ってまして、なかな

かビジネスみたいな仕組みでは回せないような、かなり地域福祉とかいうようなところ

に関係するようなところだとか、様々な分野ありますけれども、そういったところの領

域を担ってもらうのが地域自主組織だと思ってますから、自主組織が自主事業として何

か収益的な事業をされるっていうことがあれば、別にそれは否定はしませんけれども、

補助金がいつまでも続かないので自主財源を早めに確保してくださいねみたいなのはか

なりミスリードかなというふうに思ってまして、そういうところは行政からの補助金等

で行うべきところと、そうじゃなくて自主的な事業としてやられるところと、うまくす

み分けをしながらやっていく必要はあると思っています。
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○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 多分思っていることは全く一緒だと思いますので、その

辺が１回やっぱり、さっきの話同様、整理をちょっとした状態で見える化していただけ

ると、多分混乱がなくいけるかなと思いますので、その辺はしてほしいです。どうです

か。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

確かに自主財源があって、年間に使える事業予算が増えれば、それは地域自主組織の

やる活動の範囲も広がりますから、それは自主組織が考える方向性の一つとして、うち

は自主財源しっかり確保して、もうちょっとソーシャルビジネスみたいな、社会的起業

みたいなほうにも入っていくぞというようなことであれば、別にそこは否定はしないも

のでありますし、それによってその地域の様々な活動が広がっていくっていうのはある

と思ってます。ただ、必ずそこを目指してくださいねというのは本当に、全部の地域の

自主組織の方に対してソーシャルビジネス立ち上げてやってくださいとかいうような話

になってきますから、そこは少し無理があるんじゃないかなというふうに思っています。

集落でも行政でもできないような公益的な事業を行政からの、財源は税金ですけれども、

そういったもので行うというのが基本的な考え方ではないかなというふうに思っており

ます。

○議員（２番 西本 憲人君） ちょっと答弁漏れだと思いますけど。そういう考えを、

まだ浸透してないので、形にしてくださいよと言ってます。方向性とこの収益事業に対

しての考え方を。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） これも周知とか情報の出し方の問題、コミュニケーションの取

り方の課題、様々あると思ってます。悪いのは、紙１枚作って、こうやって書いたから、

皆さんこれでやってくださいねっていうのが一番悪いコミュニケーションの取り方かな

と思っていて、よく行政やるんですけども、文書で出したから終わりっていうふうな、

そういうことではなくて、もっと浸透するように深くコミュニケーションを取りながら

やっていかないと、１０地区あるそれぞれの地域の課題もなかなか解決しないまま、自

主組織は何やってるんですかみたいなことになっちゃいますから、そういうような声が

出ないように、行政と集落と自治会、力を合わせて地域自主組織の活動をしっかり方向

を定めて今後も進めていきたいというふうに思っております。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。
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○議員（２番 西本 憲人君） やり方は別に、１枚物で示してくださいとかいうのは特

にこだわりがあるわけではないので、何かしらの方法で、やる目的とか、そういう自主

財源に対しての考え方って結構大きく活動とか評価につながるので、しっかり示してい

ただければなと思います。

地域おこし協力隊のことなんですけれど、以前、私が一般質問させていただいた際に

は、もっとたくさんの協力隊を採りませんかという話をした際に、恐らく町長は、協力

隊の任期後の仕事がつくれるイメージが湧くのであれば採りますけれど、そうじゃない

場合に行政が職員として抱えて人件費がかさんでいくみたいなことになるとあまりいい

形ではないので、やりませんっていうような答弁だったと思います。そこは言ってるこ

とは分かりますけれど、大山町の場合、ほかの自治体に比べて、その後の定住率とか町

内の定着率というのが高いという話をさせてもらいました。なのでもう少し攻めの姿勢

で協力隊募集をしてもいいんではないですかっていうのが私の提案というか、言い分で

す。その後、考えはいかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

基本的には積極採用していったらいいというふうに思っていて、考えは一緒だと思い

ます。ただ、どんどん入ってきてもらって、出口があんまりない状況で、あんまり定着

しないとか、定着率がどんどんどんどん下がっていくというような状況もあまりよろし

くないと思いますし、その定着率を上げていくために行政で何か事業を委託したりだと

かいうようなことでは本末転倒かなと思いますので、そこら辺は慎重にやっていきたい

と、将来の負担が増えるだけみたいなことにならないようにやっていきたいなというふ

うに思っております。基本的には積極的に採用していきたいと思いますし、大山町で例

えば課題解決に向けた何か新たな取組だとか、そういうようなことをやっていただける

方は引き続き募集していきたいなというふうに思っています。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 協力隊の話はもっと話ししたいんですけど、ちょっとこ

のぐらいにしておきます。多分ほぼほぼ以前よりは方向性がすごく何か一緒な気がしま

す。

４番のサザエ、アワビの産地化みたいなことですけど、サザエ、アワビって言ってし

まっているんですけど、それ以外の産物もなんですけれど、以前、私が一般質問をした

ときに話として出てきた、大山町、海も山もありますと、だけど旅館とかお店とかでそ

ういう大山町の海のものを食べれる場所って本当少ないですよねっていう、これをテー

マとして話をさせてもらいました。町長は、経済合理性がないので、例えば大山寺とか

の旅館とかに大山町で取れた海のものが届かないんじゃないでしょうかっていう話をさ
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れてました。その後に、もしそういう物流が問題であるんだったら、第三セクターとか

が間に入ってそこを検討していくのを考えてみますみたいなことをたしか答弁で言われ

てたと思うんですけど、これに関しては、その後の検討状況をもう一度確認したいんで

すね。その後、検討は進んでいるか、進んでないか。どちらにしてもなぜなのか。そこ

を答弁お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

その前の西本議員の説明の中で、以前に比べたら方向性が大分合ってきたぞみたいな

お話ありましたが、あんまりこちらとしてはそんなに方向性変わってないというふうに

は思ってはいるんですが……。

○議員（２番 西本 憲人君） 僕がそう思ってるだけです。

○町長（竹口 大紀君） そういうふうに思っていただけてありがたいなというふうに思

っております。

町内の例えば海産物がそういった町内の事業者であまり使われてない現状に関しては、

経済合理性という話はしました。もうそこだと思ってます。それは物流網がどうとかと

か取引できるコミュニケーションとかが機会がないのではないかとか、様々言われるわ

けですが、根本的な理由としては、やっぱり客層だと思ってます。客層と客単価で、例

えば、すみません、もし出されてるところがあればすごい失礼な話かもしれませんが、

大学生とか高校生とかが合宿に県外から来られて、そこの例えば夕御飯でアワビを出す

かといえば、なかなか考えにくいかなというふうに思ってまして、それは全部が全部そ

うではないですけども、かなり多くのお客さん、大山寺の旅館とか民宿では合宿事業も

多いわけですから、そういうメインの客層がどこにあるのか、それによる客単価がどう

なっているのかっていうところがかなり大きいかなと思ってます。

今よく国のほうも言うんですけれども、１人当たりの消費額とか客単価をどう上げて

いくかみたいなところがあって、大山町でももう少しお高めの料金設定の宿泊施設であ

るとかそういったサービスが提供される事業者が増えてくれば、恐らく町内の海産物で

あったり、町内産品を活用したようなメニューづくりとか、そういうものも進んでいく

のではないかなというふうに思っています。課題としては、そういうところかなという

ふうに認識をしております。

○議員（２番 西本 憲人君） ちょっと待ってください。物流の検討はされたんですか、

第三セクターと。今の話は分かったんですけど。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 物流の話は、これは本当に経済合理性の話と一緒なんですけれ

ども、検討したかしてないかでいえば、検討しなくても結果としては物流じゃないって
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いうところです。客単価が上がって、１人当たりの例えば宿泊で数万円、数十万円１泊

で使われるような方とか向けのメニューをもしつくるということになれば、町内のアワ

ビというのも多少コストをかけてでもそこを流通させて使う意義というものが出てくる

と思いますので、根本的な理由はそこではないかなというふうな認識であります。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長、２番。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 今、例えでアワビ出されましたけど、アワビはさすがに

ちょっとハードルが高いかもしれないですけど、サザエとかだったら１０分の１ぐらい

の単価だったりするときありますから。

すみません、もうちょっと補足であれなんですけど、以前、大山町の大山寺の旅館と

か何軒か回って、そういうニーズがあるかの調査をして確認取って、そういうニーズが

あります、使いたいと。漁業者の人たちも、そんな町内消費が起こってそこで売れるん

だったら売りたい。そういうニーズがあるんで、あとは物流ですよねといって、物流は

誰がやるかっていう話で、第三セクターで検討ですと。現時点でやられてないんだった

らやられてないでいいんですけど、忘れてましたなのか、そういうふうに今説明があっ

たように判断したんでそこは検討をするとは言ったけど、検討する必要がないかなと思

って検討してませんとかだったら理解はできるんですよね。その辺がどうなのかってい

うのを聞きたいです。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

物流っていうのも、やっぱり仕組みというよりはそこに係ってくるコストであって、

例えば町内産品を使いたいという事業者があって、じゃあ、その単価で使いたい。持っ

てきてもらったら使いますよというようなことであった場合に、その持ってくるという

行為に対して、ここは物流ですからコストがかかってくるというところです。

そのコストを上乗せした単価で果たして使ってくれるかといえば、いや、その単価じ

ゃちょっと難しいなというようなことに最終的にはなってくるのかなと。誰かがコスト

をゼロで持ってきてくれるんだったら使うけどとか、生産する側からいえば、誰かがコ

ストゼロで持ってってくれるんだったらそのままの単価で売れるけどというところで、

生産側が負担するんであれば販売コストに乗ってきますし、事業者側のほうでコストを

見るということになれば、それが吸収し切れない、あるいは自分で取りに行くのも大変

だというようなところで、そこの溝は埋まっていかないものだというふうに思っていま

すから、それを解消するためには、繰り返しになりますけれども、単価を上げていく、

そこのコストが吸収できるぐらいのサービスの提供価格にしていく必要があろうかとい

うふうに思います。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） そういう検討をしていただいたっていうことですよね。

何かその根本は、町内で、理想ですよ、理想でいったら、町内の産物が町内の飲食・宿

泊施設で召し上がられるようになったほうがいいですよねっていうのが根本なんであっ

て、町長がそういうふうに検討されたんだったらそれは一つの検討なんですけど、先ほ

どから話してる、ちょっと一歩踏み込んだ検討には一切なってなくて、頭で判断しては

なから無理だっていうのが今の答弁だと思うんですよ。そんなことはないって言われる

かもしれないですけど、ちょっと今残念ながらそういうふうに映りました。

なんで、この話はちょっとこのまま話しても平行線になるんで、次の話に行きたいな

と思うんですけど、多分全部は時間の関係で無理なので、計画のことについてお話しさ

せてもらいたいと思います。

この前の総務常任委員会で計画のことについて伺いました。町長もここに答弁で書い

てあるとおり、計画で数字を目標値として上げてる中で、その数字に、不適切とまでは

いかないですけど、ちょっと見直しの必要性があるような数字があるのは町長も理解を

されてると。その上で、次回の改定時期までそれは見直さないのか、分かんないですけ

れど、次回の改定時期に見直しを検討するということで書いてあると思うんですけど、

計画って幾つか特徴があると思うんですよ。例えば法令で認められてる計画、つくるこ

とが義務づけられてる計画もあれば、あまりそれは適してはないかもしれないですけど、

補助金とか交付金を引っ張ってくるために必要だから求められてつくる計画もあると思

います。あとは、町長とか行政が本当にこれをやりたいから立てていくっていう計画、

構想、こういったものがあると思うんですよね。

もしそういったものに該当しないんであれば、形だけつくって内容が伴ってないよう

な計画であれば、恐らくほとんど必要なかったりすると思うんですよ。そういう必要な

い計画をもしたくさんつくられるんだったら、ちょっと疲弊すると思うんですよね、職

員たちも。だからそれだったら、そういう計画はつくらないっていう選択肢も中にはあ

るかなといって、町長、１期目の際に、そういう計画を一旦全部見直す機会を持たれた

っていうふうに聞いてて、それはすばらしいことだなというふうに感じました。なので、

現時点で見直す計画があるんだったら、次期まで待たずに早く計画を必要な計画であれ

ば見直したほうがいいと思うんですけど、そういうわけにはいかない理由が何かあるん

でしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

西本議員御指摘のとおりで、計画が多過ぎるというところはあると思ってます。これ

は国がその計画をつくらないといけないというふうに言っているものというのがかなり

たくさんあるということで、それ以外の任意でつくってるようなものは、本当にその部
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署内で作成する必要がないというふうに判断をすれば、別に過去に計画があるから、そ

れを継続してつくらなければいけないというものでもないというような判断から、いろ

いろ見直し等もさせていただいております。

その上で、地方創生の総合戦略に関しては、これは国の補助金、特に、何でもではな

いですけれども、計画にうたってある総合戦略の中の事業であれば大体２分の１財政的

な支援があるということで、これはかなり大きな財政支援ですから、この計画はつくっ

ていかなければいけないかなというふうに思ってますし、その地方創生の国からの財政

支援を受けるためには必須のものでありますから、ここはなくすような考えではなくて、

全体的な計画が何個も何個もあっても総合計画もつくっているわけですからしようがな

いということで、今までの流れから財源を確保する必要がある事業等に絞ってつくり込

みをしていっているわけです。

やり方としては、当たる事業、対象となる事業があるなしにかかわらず、もっと全体

をつくり込みをしてったらどうかというような、そういう議論もあるんですけれども、

このたびの地方創生の今走っている計画においてはそういう考えではなくて、あくまで

も財源を国から確保するためにつくっているというような考えでやっております。

今後に関しては、様々な御指摘いただいておりますし、御提言もいただいております

ので、どういう形がベストなのか、負担があまり増え過ぎずに、うまくこの町の政策を

回していくためにはどういう計画づくりが大事なのかというところは、引き続き検討し

ながら最適な形をつくっていきたいと思っています。

○議員（２番 西本 憲人君） 町長、ちょいちょい答弁漏れがあるんですけど、だから

総合戦略が途中で見直すことができないんですか。

○町長（竹口 大紀君） 総合戦略は、もう今の計画期間で根本的な目標、大きな目標と

いうところは定めて走っていってますので、その事業の中身について多少変えていくと

いうようなところはあったとしても、根本的な目標から変えていってということになれ

ば、計画を全部一からやり直すみたいなことになりますので、それをやるのであれば、

次の計画期間になるのかなというふうに思っております。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） ちなみに、その次の計画見直し期間っていつですか。総

合戦略です。僕の思ってるのは、多分２年後ぐらいなのかなと思ってるんですけど。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

ちょっと年数が定かでありませんでしたので今確認しましたら、令和６年度末までで

す。あと２年間です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。
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○議員（２番 西本 憲人君） これ私が２年前に入ったときから、多分一番最初言った

のは小谷議員が一般質問で言って、町長が今言われたように、補助金を引っ張ってくる

という性質がありますのでという答弁をもらって、その後ぐらいからちょっと、とはい

っても合計特殊出生率の⒈９５が目標値としてはおかしいよということをずっと言い続

けたと思うんですけど、あと２年といったら、足かけ４年ですか、４年間定まってない

目標値を持って、補助金を引っ張ってきてるっていうのは一つの成果かもしれないんで

すけど、いわゆる方向性があまり定まってない状態で走ってるという意味では、１年、

２年、ましてや４年、すごく大山町としてはもったいない思いをしてるんじゃないかな

と思うんですよ。

そもそも計画っていうのは、コストを抑えたりとか効率的になったりリスクを抑えた

りすることのほかに、私、今大山町ですごく足りてないなと思うのは、やっぱり協調性、

皆さんでこういう方向性にこういうふうに向かっていきますよというのが、職員であっ

たり、議会であったり、ほかの町民さんたちに共有するために一番計画って分かりやす

く使えるものだと思うんですよね。それが残り２年たってから見直しますと。それだけ

総合戦略が大事じゃないっていうんだったらそりゃしようがないかなと思うんですけど、

割とお金がつく計画なんで、もったいないかなというふうに思ってます。いかがでしょ

うか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

最後の答弁になりますかね。もう１問ぐらいありますか。

○議員（２番 西本 憲人君） 時間がないと思いますんで、多分最後で。

○町長（竹口 大紀君） そしたら時間をしっかり使ってお答えしたいと思いますが、計

画の立て方の根本的な考え方、いろいろあると思ってます。これは、まちによっても違

いますし、民間企業か行政かによっても違うと思うんですが、計画の立て方っていろい

ろあります。

私が考えるいい計画の立て方って何かっていうと、一般的によく言われるのは、目標

値があって、目標とすべきゴールがあって、そこに行くために逆算してったらどうかっ

ていう話があります。いわゆるバックキャスティングみたいなやり方なんですけれども、

確かにそれでうまくいく例もありますが、それって今、西本議員言われるみたいな共感

を生みにくいというか、何でやるんですかってなったときに、目標をそういうふうに定

めたからですというようなところにどうしても引っ張られるというところがあって、計

画つくる上で、総合計画も総合戦略もそうなんですが、大事なのは、そこまでに何をや

ってきているのか、そこまでにどういった材料の積み上げがあるのかっていうところも

一つ大事なポイントだというふうに思ってます。

例えば今、大山町でいうと、アウトドアライフ構想とか観光戦略もいろいろ打ち立て
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て進めてますし、あとはサイクリングの計画とか、今まで過去やってきたことでいえば、

子育て支援策による人口減少対策とか移住定住策とかいろいろ材料としてはちりばめな

がらやってきてるわけですが、そういった様々な方向性を示しながら取り組んでいるも

のを一つの計画としてきれいにまとめていくというのが一番分かりやすいというか、共

感を生みやすい計画のつくり方だなというふうに思ってます。

計画をつくる際に、新しい材料をどんどんどんどん入れ込んで、さあ、これやってい

きましょうっていうと、やっぱりそこの西本議員指摘されるような共感を生むとか、み

んなで一緒に進めていくぞみたいなところの雰囲気をつくるっていうのが非常に難しい

状況になるのかなと思っていまして、今からつくり変えるようなことができないかとい

えば、なかなかそんなこともないとは思いますが、今あと２年間ある今の計画は、計画

としてもともと定めた目標に向かって進めていきながら、その後の計画の改定の際には、

今さらにこの計画期間で新たに取組が進められてきているところなどを網羅的にその計

画に盛り込んで、大山町としてのブランディングであったり、まちづくりみたいなもの

を進めていければいいかなというふうに考えているところです。

○議員（２番 西本 憲人君） ちょっとあまり分からないとこもあったんですけど、時

間ないんで、取りあえず終わります。

○議長（米本 隆記君） これで西本憲人議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は２時１０分とします。

午後２時００分休憩

午後２時１０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、１３番、吉原美智恵議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） それでは、通告に従いまして１問質問いたします。町長

と教育長に質問いたします。

健康寿命を延ばす取組はというところで、今や世界最速級で高齢化が進む日本の現状

は大山町でも例外ではありません。高齢化のフレイル、心身の働きが弱くなる状態が懸

念されるほか、２０２５年には６５歳以上の５人に１人が認知症になるとの推測もあり

ます。健康寿命延伸に向けた取組は待ったなしとなっていますが、本町の施策を問いま

す。

まず１つ、フレイル対策はいかがでしょうか。

次に、認知症対策はどのように行われておりますか。

３、民生委員さんの担い手不足問題はいかがでしょうか。

４、社会福祉協議会との連携はいかがでしょうか。

最後に、生きがいと健康維持につながる生涯教育の取組はいかがでしょうか。以上で
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す。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 吉原議員の一般質問にお答えをいたします。

健康寿命を延ばす取組はについて５点質問をいただいております。５点目は教育長が

お答えをいたします。

まず１点目のフレイル対策に関しましては、従来から実施をしてきました健康教育に

加えまして、保健事業と介護予防の一体的事業に取り組んでいきたいというふうに考え

ております。

具体的には、サロン等の場を活用してフレイル予防の方法等の情報を提供しましたり、

健康教育において、集落要望によってフレイル予防教室を実施したり、あるいは適切な

医療や介護予防サービス、具体的には、水中運動教室、水中ウオーキング、３Ｂ体操、

元気アップ事業等につなげていきたいというふうに考えております。

２点目の認知症対策につきましては、認知症サポーター養成講座でありますとか、オ

レンジガーデニングプロジェクトなどを通じて認知症の正しい知識の普及啓発の推進に

取り組んでいきたいと考えております。

具体的には、認知症地域支援推進員を中心に相談・訪問活動を行うですとか、本人や

介護者支援として、本人ミーティング、介護者家族の集いを定期開催する、あるいは民

生委員、民間企業との協定による見守り活動を進めていくですとか見守りネットワーク

事業、個人賠償責任保険の活用であったりといったことを進めていきたいというふうに

考えております。

３点目の民生委員の担い手不足の問題についてのお尋ねですけれども、今後も地域住

民の皆さんと協議をしながら欠員がなくなるように人選を進めていきたいというふうに

考えております。昨年１２月に一斉改選がございましたが、定数６２人中、民生委員さ

ん５８人を選任しておりまして、その時点では欠員が４人でありました。委員選定がで

きなかった地域におきましても順次推薦作業を進めておりまして、５月までには欠員１

人となる見込みでございます。

また、年金支給開始年齢の引上げですとか就労環境の変化、介護、子育て等によりま

して活動時間が確保できない人が増えたということが、人材確保が難しくなった主因と

分析をしているところでございます。

４点目の社会福祉協議会との連携につきましては、各種委託事業等を通じて連携をし

ておりまして、今後も地域福祉を担う両輪の機関として高齢者福祉の推進を図っていき

たいと考えております。

具体的には、閉じ籠もり予防、認知症予防等に関する介護予防教室であったり、高齢

者の日常生活を地域で支えていくための生活支援体制整備事業、あるいは相談業務や関

係機関への連携を行う地域福祉ネットワーク事業、こういったものを進めていきたいと
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いうふうに考えているところです。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 吉原議員の御質問、健康寿命を延ばす取組はの５つ目の御質

問であります生きがいと健康維持につながる生涯教育の取組はについてお答えいたしま

す。

大山町内では、様々な生涯学習の取組を行っています。まず公民館活動では、生きが

いや健康、社会交流、仲間づくりを柱とした高齢者学級や大山カレッジやスマホ活用塾

などの特色ある講座の開設、合計１００以上にも及ぶ公民館サークル活動など、様々な

活動を行っています。また、図書館の取組では、悠々ライフ応援コーナーの設置、老人

保健施設等への本の団体貸出しや移動図書館車による図書巡回などがあります。そして

社会体育分野では、総合型地域スポーツクラブ、スポーツしょい大山や大山町スポーツ

協会による様々なスポーツ大会が毎年企画されています。

大山町教育委員会では、以上のような取組を行い、生涯にわたって生き生きと学んだ

り、スポーツに親しんだりしながら豊かにつながる人づくりを進めていきたいと考えま

す。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） まずフレイル対策、この言葉が横文字ですけれども、結

局は今、私たち、この年齢でフレイル対策が大事な年代でございます。その中で、いろ

いろ言われましたけれども、通いやすいといいますか、実際に本当に今何人の方、何％

の方が通ってるかといいますと、逆に予防が大切な人たちがなかなか通えてない現状が

あるんではないかと思うんです。

というのが、コロナもありますけども、本当に私たちが通いたくて通ってみようとか

体が大事だなと思うところのニーズと教室が合っているか。ずっと今同じ教室をやって

おられますよね。水中運動、水中ウオーキング、これ確かに要望はあると思います。３

Ｂ体操、元気アップ事業等あります。けれども、私たちが求めるものって、例えば、ニ

ーズ調査されてないか分かりませんけれども、歌を歌うとか、歌声喫茶ってあります、

今も。いつも２０人、３０人来られます。単なる自由出入りで、申込みも要りませんし、

去る者追わず来る者は拒まずで、ただ、カラオケとも違って童謡唱歌から歌謡曲まで歌

って、最終的には文化祭で発表したりしてるんですけど、そこもやっぱり楽しみながら

通ってる場ですので、そこは自費で自主運営してるんですけど、それもなかなか、第１、

第３かぐらいでやってるんですけど、その辺の教室が自主組織とかで広がっていけば。

要するに、今の高齢者の行きやすい場所、行ってみたいなというところと、今の水中ウ
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オーキングとかちょっとハードルが高かったり、そういうところがあると思うんです。

そのニーズ調査はいかがでしょうか、まず質問いたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

ニーズの調査というところで御質問ですけれども、担当からお答えをさせていただき

たいというふうに思いますが、この３月の一般質問通告が出そろって毎年ざらざらっと

見るわけですが、３月の一般質問は大体注目すべきところがあって、今年は吉原議員が

空気を読んで質問してくださったなというふうに思っておったんですが、答える機会を

今ちょうどニーズの調査というところでいただきましたので、担当からお答えをさせて

いただきたいというふうに思います。

○福祉介護課参事（藤田よう子君） 福祉介護課参事。

○議長（米本 隆記君） 藤田福祉介護課参事。

○福祉介護課参事（藤田よう子君） ニーズ調査ということですが、来年度、第９期介護

保険計画を立てるに当たって今年度ニーズ調査を行っております。これは介護予防と日

常生活圏域におけるニーズ調査になっております。６５歳以上の方 ２７０人を対象に

現在回収しているところでありまして、現在の回収率は６⒌６％になっております。こ

の中にも、通いの場ですとか、どんなところに通いたいかとかいろいろな質問がありま

すので、今後、集計してまとめて、また第９期の介護保険計画に役立てていきたいと思

います。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） そうですね。藤田参事、御苦労さまでした。確かに今回

で、お世話になりました。ありがとうございました。

私的な話はここまでにしまして、フレイル対策についてですけど、ニーズ調査も行わ

れるということですので、せめてまた何か新しい教室ができればと思います。やはりな

かなか出にくくて、興味があったり、わがままですから、もう７０以上ぐらいになると

大儀なものは大儀いしみたいになってしまうので企画していただきたいと思いますけれ

ども、ところで、今、国による２０１９年の調査によりますと、ちょっと古いですけど、

鳥取県の健康寿命は、男性が全国４５位の７⒈５８歳、女性は４１位の７⒋７４歳、意

外と鳥取県は健康寿命は長くないんです。

これについて鳥大医学部がちょっと重たく受け止めまして、２月２１日には健康鳥

取！スマート・ライフ・プロジェクトを立ち上げると発表が２２日にありました。日本

海新聞ですけど。というわけで、鳥大も本腰を入れるみたいですので、医学部と関連が

深い大山町としましては医学部とこのことについてどのように考えるのか、お伺いしま

す。
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○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

恐らく藤田参事じゃなくて、健康対策課みたいな領域になるかなと思いますのでこち

らで答えますが、健康寿命が数値としてはあまりよくないというお話ですが、確かにそ

ういうような実感がないわけでもないかなと思ってます。病気とか例えばそれ以外、健

康にいろいろ影響を与える要素としてあるわけですけれども、未然に防ぐような取組と

いうのは様々あるわけです。一番分かりやすいのは、皆さん、健診受けましょうねって

いうような呼びかけをして健診の受診率を上げていこうということで様々取組を進めて

おりますが、健診を受けていれば早期発見で助かったのにとか重症化しなくてもよかっ

たのにというような例というのはいまだにまだ多くあるわけで、やっぱり基本は健診の

ようなことをよく言われますが、そういったところも大事ではないかなと思ってます。

健康寿命がそう長くないので対策をしなければいけないというふうに言われますが、

基本の対策としては、今取り組んでいるような健診の受診率を上げていくだとか、そう

いうところに尽きるのかなというふうに思ってます。その上で、健診の受診率もなかな

か思うようにどんどんどんどん上がっていくような状況でもありませんから、そういっ

たところを鳥大の医学部であったり、関係機関とか医療関係の機関と連携をしながら取

組を進めていきたいなというふうに考えております。

○議員（13番 吉原美智恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） 健診率もそうですけど、私が申し上げたいのは、どちら

かというと、健診も大事ですけど、本当にフレイル予防で、生活習慣とかいろいろ外に

出るとか、そういうことで元気をつなげる、続けていくっていう、そういう方向性を私

は今言っておりまして、例えば包括的な取組で、町では、１つが運動機能低下などを予

防する身体的フレイル対策、それから口の健康を守るオーラルフレイル対策、自分に合

った活動を見つける社会的フレイル対策、生活習慣病などを防ぐフレイル対策って４本

柱を軸に活動を展開しているはずです。これについて今認識はいかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 藤田参事からお答えをいたします。（発言する者あり）

○議員（13番 吉原美智恵君） ややこしくなったね。認知症で行きますわ、次。認知症

でしますから。

○議長（米本 隆記君） どちらが答弁されますか。

竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 失礼しました。御指名でしたので振りましたが、健康対策課長

のほうがいいそうですので、健康対策課長からお答えいたします。
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○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 先ほど議員のほうからおっしゃっていただきました運

動、オーラル、社会的参加、生活習慣病、そういったものは非常に大切でございまして、

先ほど町長からも健康づくりの３本柱の１つであります受診率の向上というものがある

わけですけども、それと同等に運動の推進、そして生活習慣につながるかと思いますが、

食生活の改善というものが大きな柱で取り組んでいるところです。

それに加えまして、先ほど来から歌のサークル活動のことを御紹介がありましたです

けども、社会的参加といいますか、皆さんが集う場、そういったものが非常にフレイル

予防には有効であるということが医学的にも証明されておられますので、そういった集

いの場というのも先ほど来の介護保険計画の中で調査も行われてきておりますので、そ

ういったところを参考に集いの場をつくり、そこに向けて集団的な形でのフレイル予防

の取組をやっていけたらなというふうに考えております。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） では、いろんな教室に取り組んでいただけるということ

で、次には認知症対策について、それこそ藤田参事がお答えいただけると思います。え

らい今日は失礼いたしますが、そうはいっても発言なしで終わるのもどうかと思います

ので、よろしくお願いします。ありがとうございます。

認知症サポーター養成講座についても、これまで私も何回も言ってまいりました。コ

ロナが終わりましたので取組を強化していただきたいなと思うところで、認知症につい

ては、やはり皆さんの理解が増えてきましたけれども、事業所などにも対応してもらっ

たり、そういうところはどうかなと。それから自主組織を利用してもらって認知症サポ

ーター講座をどんどんつくる、ですので、結局、施策っていうのは一つじゃなくて、今、

自主組織もできてますし、社会福祉協議会もあります。

いろんなことをトータルで、それこそ包括ですけれども、やっていかなければいけな

いのではないかと思いますので、その抱負と、それからオレンジガーデニングプロジェ

クト、これオレンジの花を植えるという話でしたけれども、もう少しそれについてバー

ジョンアップというか、何か町民さんに対して訴えたものがあったのかなというのがち

ょっと気になりますので、そのことのプロジェクトの問題と、あとは、認知症の地域支

援推進員さんということですけど、今、主に相談・訪問活動というのはどのような状況

なのか。これからまたコロナが終わって活躍してもらわねばいけないと思うわけですけ

ど、その３点についていかがでしょうか。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 向こうを見て質問されておりますので藤田参事が答えますが、

ちょっと考えをまとめる時間も必要だと思いますので、少しこちらでもお話をさせてい
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ただきたいと思いますけれども、まず認知症サポーター養成講座、これはコロナで少し、

例えば小・中学生の小学生に認知症サポーターになってもらうような講座を受けてもら

うといったような取組が、なかなか中断してるような、あまり進んでいないような状況

でありますけれども、アフターコロナでしっかりやっていきたいなというふうに考えて

おります。

この認知症のサポーターの養成講座のすばらしいところというのは、やっぱり例えば

小学生で認知症に関する知識を持っているか持ってないかによって、見守りのネットワ

ークのこの絶対数っていうのがすごく変わってくるんだろうなと思ってます。例えば子

供たち、いろんなとこで遊んだり、登下校で歩いたりしますから、その子供たちがそこ

を歩いている例えば御高齢の方を見て、あれっ、これはもしかして認知症の方で歩かれ

てるんじゃないかなというふうに思われて声かけをして、それで命とか、あるいは体が

危険から守られるというようなことを考えたときに、その見守りの目を増やすために認

知症サポーターの養成というのは非常に有意義な取組だというふうに思っております。

少しコロナで進んでないところもありますが、また引き続きこういった取組はしっかり

進めていきたいなというふうに考えております。

続きは、藤田参事がお答えをいたします。

○福祉介護課参事（藤田よう子君） 議長、福祉介護課参事。

○議長（米本 隆記君） 藤田福祉介護課参事。

○福祉介護課参事（藤田よう子君） ありがとうございます。吉原議員さんのほうから３

点質問があったと思います。

１点目の認知症高齢者見守り事業として、認知症サポーター養成講座について自主組

織などでも取組はということですが、今年度は、さっき町長も言いましたが、コロナの

感染が拡大してるっていうところもありまして思うように養成講座ができませんでした

が、昨年度、令和３年度は集落支援員さんたちの集まりの席でサポーター養成講座も行

わせていただいてます。今後、要請があれば自主組織などでもやっていきたいと思いま

すので、またお声かけをさせていただきたいと思います。

そして２点目のオレンジガーデニングプロジェクトに関してですが、オレンジガーデ

ニングプロジェクトは、集まりができない中、何とか認知症について啓発運動ができな

いかということで、認知症支援員が全国のケースを探してきて取組を始めました。昨年

度から始めたものでして、昨年度も協力していただけるところ、２０か所ぐらい丁寧に

声かけをしていきまして、１０か所ぐらいは予算もない中、喜んで協力してくださいま

した。去年から始めておりますので、また今年もいろんなもっとたくさんの施設に協力

していただけるように声をかけていきたいと思います。町内全体で盛り上がれば、とて

もすてきなことだなと思います。

次、認知症支援員の戸別訪問、相談についてですが、いろいろなところからケアマネ

ジャーとか地域の方々とかから認知症に関しての相談がたくさん日々あります。その相
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談のあった方に対して、認知症支援員と地区担当と一緒になってその方の家を訪問した

りとか、医療や介護につなげれるようにいろいろな働きかけをしております。

認知症支援員については、訪問や相談だけではなく、認知症の人と家族の集いという

会を月に１回しておりますし、２年前から本人ミーティングということで、認知症の方、

本人の方のミーティングを２か月に１回行っております。それらにも全て認知症支援員

が関わって、町内全体で認知症の人やその家族を支援する業務を行っております。以上

です。

○議員（13番 吉原美智恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） 先ほど町長が小学校の話もされました。確かに家族の中

でも理解が必要でしょうし、認知症サポーターは、自慢してばっかりですみませんが、

自慢しますが、提唱しましたので、それはよかったかなと思います。若桜町がそういう

ことをやってて、学校については読み聞かせとかで本の中で認知症の理解を深めるお話

があって、低学年で読ませてもらいましたけども、次に、オレンジガーデニングもいい

と思いますけど、何やってるか分からないっていうことがあるかと思うので、大々的に、

これは認知症予防の啓発の花ですよってもっと宣伝していただけたらと思います。

次に、民生委員さんの問題ですが、民生委員さんも、なかなか確かに担い手不足問題

は全国的な話になってまして、どんな具合かなと思ったら、結構欠員が１人になるよう

で、努力がすごいなと思うところです。この民生委員さんが、今、地域で担う大事な人

材なんですけども、もうボランティア活動です、ほとんどね。年間に数万円の報酬で頑

張っておられますので、そこの果たす役割の大きさと実際に皆さんが認知されてるのの

ギャップがあると思うんですね。ですので、やっぱり民生委員さんはどんな仕事をされ

て、いかに大変かとか、また、よき隣人であるので必要ですよって皆さんに分かっても

らう、そういう広報が要るかと思うんです。

それについて、今どきは、言われるように、定年延長や定年後も働く人が増えて、も

う高齢にもかかわらず続投してるっていうのが実態ではないでしょうか。ですので、善

意に支えられているわけですけれども、もう少し、実際に民生委員さんの仕事はここま

でしかできませんよとか、そういう理解も要りますし、戸別訪問は本当してもらえたら

ありがたいなと思うところですけど、そこもなかなか大変なようです。ですので、協力

員さんという仕組みができたんですけど、その協力員さんの状態はどうなのか。

もう一つ提案をすれば、民生委員さんが１人１地区じゃなくて、これからは、ある新

聞で読んだら、二、三地区でまとめて２人でとか、そういう任命の仕方もあるそうです。

そうすると、１人で行くんじゃなくて、民生委員が相談して今回はこの地域を回ろうか

とか、２人で回ったら、また、協力員さんもいいですけど、民生委員さん自身が２人で

１組ぐらいになって、ちょっと範囲を広げてそういうところで２人で回ると随分違うら

しいです、１人で考えるより。そういうこともあるみたいですので、そういうやっぱり
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ちょっと改革というか、そういうことが必要ではないかと思うわけです。

あと、活動費を増額するようなことを考えてる自治体もあるそうです。知れてますけ

ど、そうはいっても知れてても今よりも増額するという対策を取られて、これから特に

独居の方も増えますし、こういうふうに地域、村の中がだんだん寂れてきますと、本当

に訪問してもらった高齢者の方はすごくうれしいでしょうし、心細いところはありがた

いでしょう。ただ、民生委員さんは、いつもいつも訪問をようしません。現状はそうで

す。行政とつなぐ役目で十分なんですけど、その辺の現状解決をしながら明るく優しい

大山町であればと思うわけですけど、いかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

民生委員を確保する取組というのは、全国でいろんな事例があると思ってますし、先

ほど御提案いただいたような話も、そういうことでやられている地域があるというふう

に承知をしております。いろんな事例を参考にしながら、引き続き大山町でも、どうい

う体制であれば民生委員さんの成り手が確保できるのかというところは進めていきたい

なというふうに思っております。

それ以外の部分は、担当からお答えをいたします。

○福祉介護課長（池山 大司君） 議長、福祉介護課長。

○議長（米本 隆記君） 池山福祉介護課長。

○福祉介護課長（池山 大司君） 御質問いただきました民生委員協力員さんの件ですが、

こちらにつきましては、現在１名を委嘱しております。基本的には、各民生児童委員さ

ん１人につき協力員を１人設置できるような制度にはしておりますが、なかなか担い手

の方が見つからないということで、現状はお一人です。ただ、先日説明させていただい

た支部においては、非常に、ぜひそういうことがあるならやってみたいという方が何人

かいらっしゃいましたので、今後は出てくる可能性があります。一斉改選でかなり委員

さんの顔ぶれが替わりましたので、その辺りは今後周知をしていきたいというふうに思

っております。

あと、活動費の増額等につきましては、現在もコロナ禍でかなり活動が停滞しており

ましてちょっと状況がつかめませんので、今後、民児協のほうと相談しながら必要であ

れば検討していきたいと思います。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） それでは、次に、たくさん回答してもらっています。福

祉協議会は、ちょっとこれは本当は教育委員会が一生懸命待っておられる感じがするん

ですけど、福祉協議会だけはちょっと触れときますけど、協議会もすごく活発に活動し

ておられまして、これどちらかといえば協力して、もっと、いきいきサロンは福祉協議
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会、通いの場は行政ですよね。その辺とかをもう少し統合されたりして、強力に逆に福

祉協議会と一緒になって協力体制が取られたらと思うわけです。福祉協議会は、またそ

れはそれですごく頑張っておられまして、地域福祉座談会、支え愛マップを作ったり、

それから福祉推進員さんがおられます。ですので、行政と福祉協議会、もう少しタイア

ップして、絞るものは絞って協力体制で進めていくっていう考え方はいかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

詳細等は担当からお答えをさせていただきますが、社会福祉協議会との連携の部分で、

今までの過去ずっとやってきた流れとしては、なかなか行政が直営でやりにくい部分を

どんどんどんどん社会福祉協議会のほうに出していって、それも委託料も安くて、まる

っと何となくつかみで人件費補助というものを出してやってもらっていたところであり

ます。

そういったところをやっぱり見直しをしていって、一つ一つの事業の委託料の適正化

だったりとか、人件費の補助にしても、何のための補助なのかというところの明確化だ

ったりとか、そういうところで、いろいろ社会福祉協議会の中身の改革というのも社協

の皆さんにお世話になりながら進めてきたところであります。町の福祉部門と社会福祉

協議会で行ってる事業のすみ分けというか、連携というか、そういったところがまだま

だ改善すべきところというのはあると思いますので、いろいろ御指摘いただいたことを

踏まえて、今後もよりよい地域福祉のために改善していきたいなというふうに思ってお

ります。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） 私たち教育民生常任委員会が、ボランティアポイントの

ことを少し関わり始めました。それについても、福祉協議会もすごくボランティアを募

集されてて充実してますので、その辺とかの問題もこれから一緒に考えてもらえたらと

思います。希望で終わったらいけないということですけど、希望でここは終わっときま

す。回答を求めません。

次に、社会体育のところですけど、私たち、今７０ぐらい、本当にここが病気になっ

てしまったら健康保険税も上がりますし、大事なところなんですね。ですので、何てい

いますか、いろいろな教室がありますけれども、体育にしても、スポーツしょいも、い

つも私、申し上げるんですけど、少なくて、種目が。世話する人も大変でしょうけども、

なかなかそこがちょっと残念なところで、ボッチャとか、ほかにも新しいスポーツがあ

ったりします。何かキンボールとかやったこともありますけど、そんなのをちょっとや

る取組っていうのは、新しいニュースポーツとかで私たち７０代以上の、私も遠ざかっ

てしまって横に膨らんでるんですけど、運動教室の軽くできるのがあればいいなと。
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毎月、毎週何曜日にラージボールあります。それもいいんですけど、なかなかそこの

ハードルが高くて、やってみようかなぐらいで教室があるといいなと思うところで、そ

の辺は誰か、なかなか世話をする人がいないって聞きますけれども、行政の方も少し骨

を折ってもらって新しいスポーツに取り組んで、ちょっと興味があるから世話しようか

なという人につながればいいわけで、その辺はいかがでしょうかということですね。

あと、ラジオ体操とかなかなか復活してなくて、せっかく８月にラジオ公開講座があ

りますよね。そのときだけ出ていってしてもなと思いながら、啓発でもう少し集落か何

かでラジオ体操しましょうよという雰囲気をどっかで盛り上げてもらったら、また私た

ちも声を出しやすいかなと思うとこで、昔、子供のラジオ体操がありました。朝、行く

の大変でしたけど、それの高齢者版みたいなのができればいいかなと思ったりします。

中国とか台湾では何か太極拳をよく公園で皆さんしとられますよね。ああいうふうな雰

囲気になればいいがと思うところです。

いかがでしょうかということと、大山賛歌体操がせっかくあるので、女性団体の研修

会のときにするんです。やればいいなと思って、よかったなと思うけど、忘れちゃった

り、テレビでも何回か一生懸命やっておられましたけど、なかなか身につかなくて、昼

に音楽が入りますけど、理想としては、そのときに誰か体を動かしたらいいのにと思う

んですけど、その辺とかでスポーツに対していかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

３点御質問いただきました。詳細については担当課からお答えしますが、吉原議員の

おっしゃるとおり、スポーツというものを生涯にわたって楽しく続けていくためには、

やはり、まず気軽にスポーツを楽しむことができる環境、そしてやりたいことができる

ニーズに応じたスポーツの環境の整備ということが大事だというふうに考えます。その

ためには、公民館ですとか地域スポーツクラブとかいろいろな関係部署が一緒になりな

がら、連携しながら進めていくということが大切だということを思います。そして生涯

にわたって、いつでもどこでも誰もが楽しめるスポーツ環境というものを幅広く機会を

提供できるという環境づくり、これを町としては進めていきたいというふうに考えます。

○社会教育課長（徳永 貴君） 議長、社会教育課長。

○議長（米本 隆記君） 徳永社会教育課長。

○社会教育課長（徳永 貴君） 吉原議員の御質問に答えさせていただきます。

ニュースポーツの紹介というところでございます。現在ニュースポーツを愛好されて

る方もいらっしゃいまして、また、広めたいという方もいらっしゃいます。御相談に実

際に社会教育課のほうにいらっしゃっております。そういった方々と協力しながらその

ニューススポーツを広めていきたいなという具合に思っておりますし、また、先ほど教

育長が言いましたとおり、関係機関と協力しながら、周知しながら参加者を集めてやっ

－２０６－



ていきたいという具合に思います。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） あと、英語の取組ですけれども、いろいろ考えておられ

るようですけれども、高齢者も興味がある人はあると思いますので、子供と、あと６０

代の方のを考えておられますけども、７０代以上もぜひ興味がある人があると思います。

というのが、ある新聞に英語を学んで認知症予防って出てまして、利用者に英語を学

ぶ機会を提供する高齢者施設が出てきている。鳥取県ではないかも分からない、まだ。

自分の母国語以外の言語を学習することで、将来の認知症発症リスクを下げる可能性が

あるとする研究が出てきたらしいです。というのは、本当にしゃべる英語じゃなくて、

今、日本語英語にもいっぱいなってますけど、単純に単語を覚えたりすることがすごく

新発見になるらしくて、もう７０代、８０代は諦めてる人も多いと思うので、ただ、触

れたり、ちょっとしゃべれたらすごくうれしいらしいです。ですので、そういうハード

ルを上げないでいただきたいなと思うところです。だけん高齢者施設もいいですけれど

も、教室なんかでちょっと７０代向けも案外いいかも分からないと思うわけです。

それで認知症が予防できればいいですし、そして、こないだ生涯教育がありましたで

すね。せっかくすごくいい取組だったんですよ、オンラインでメルボルンと双方でその

場でしましたよね。とか英語の楽しさなんかがあったんですけど、残念ながら、ちょっ

とまだ英語に対してもう１年早かったかなと思うわけですけども、なかなか周知もでし

ょうけど、興味も、行きにくかったのかな、英語と聞くとっていうのもあるかと思うん

です。生涯教育として、あれ、もう一回してほしいぐらいオンラインも楽しかったです

し、高齢者の人って、日本語英語はすごくあるんで、意外と身近なところでアクセント

が違ったら通じるみたいなこともあったりします。ですので、そういう何か高齢者向け

の英語も諦めないで講座が欲しいなと思うところですけど、いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

やはり吉原議員のおっしゃるとおり、英語の活動というのは、本当に学びの幅を広げ

るためにも、生きがいとして学ばれる方、非常に多いと思います。具体的な活動につい

ては担当課長がお答えしますが、公民館ですとか図書館にもそういったコーナーがあり

ます。ただ、なかなか出向いていけないという場合には、やはりオンラインを活用した

英語の勉強というのもあり得るかというふうに思います。そのようにして、家に居なが

らにして学習できる環境ですとか、また、出向かなくても近くで講座を受けることがで

きるとか、そういった幅広いニーズに応じた英語の学びの場というのが提供できればな

というふうに考えております。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

－２０７－



○町長（竹口 大紀君） 英語を活用した認知症予防というところですけれども、これは

吉原議員の御提案、すごく面白いなというふうに思ってます。確かに脳を使いますから

認知症予防にはなりそうだなというのは何となく分かるんですが、そういうな前向きな

調査結果なりがあるということであれば、そういったところは活用していくのもいいの

かなというふうに思います。

英語というと、どっちかいうと教育委員会分野のような話で、子供の英語教育だった

り、社会教育としての英語教育だったりというところが注目をされるわけですが、そこ

は、やっぱり認知症予防にも活用できるということであれば、それは取組の一つとして、

教育委員会の社会教育分野とか生涯学習分野でやってもらうだけではなくて、福祉とか

健康づくりの面で英語を取り入れた、そういうような教室だったりとか認知症予防のプ

ログラムだったりとかというものに何かできないかというところは、しっかり検討をし

ていきたいなというふうに思います。

そういうような英語は、教育だけに限らず、健康づくり、認知症予防とか、そういう

分野にも使えるということであれば、それが一つの大山町の地域のブランド力みたいな

ものにもつながっていくと思いますし、そういった今ちりばめているいろんな要素が、

次の様々な計画をつくる際の材料になるという先ほどの西本議員の一般質問の続きにな

るかもしれませんが、そういうものの一つになる、大山町の特色になる取組につながる

のではないかというふうに考えているところです。

○議員（13番 吉原美智恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） 完璧なお答えで、すごく言いたいことが伝わったなと思

うところですけど、最後に、このいろんな活動をしたり、公民館に行ったり、図書館に

行ったり、自主組織に行くには、やっぱり公共交通もきちんと使い勝手がよくて高齢者

が行ける、そういう仕組みがないといけないわけです。今、担当課長おられませんけど、

トータルでそういう話になるわけで、そのことも考慮してもらったらどうかなと思うと

ころですが、最後にいかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

最後は公共交通の話でしたが、この認知症とか福祉とかいろいろひっくるめて総括は

藤田参事がこの後答えますけども、公共交通に関しては、これ以降の一般質問でも、例

えば野口議員の質問であったりとか、そういうところにも出てきますからまたそこでし

っかりやっていきたいと思いますが、現状で１０年以上ですか、デマンドバスの仕組み

を導入していろいろやってきてますが、その中でいろいろ課題が見つかってます。課題

を解消するために、サービスの改善だったりとか周知の仕方とかいろいろやってるわけ

ですが、根本的に公共交通の在り方っていうのも、そろそろもう一度見直すような時期
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に来ているのではないかというような認識でもありますので、またしっかり来年度そう

いったところは検討を進めていきたいなというふうに考えております。

福祉の総括は、藤田参事が今この後答えますので、よろしくお願いいたします。

○福祉介護課参事（藤田よう子君） 議長、福祉介護課参事。

○議長（米本 隆記君） 藤田福祉介護課参事。

○福祉介護課参事（藤田よう子君） ちょっと困ってしまいますが……。

○議員（13番 吉原美智恵君） 思うことを言われたらいい、総括で。

○福祉介護課参事（藤田よう子君） いろいろな問題がある中、高齢者について質問して

いただいて本当にありがたく思います。ありがとうございました。

高齢者の問題も本当に多岐にわたっておりますし、何とかしようとは思ってるんです

が、なかなか新しい事業とかを生み出せないっていうのが現状であります。ですが、社

会福祉協議会や町内の介護施設の方々、本当に頑張っていただいてますので、そういう

方々と一緒に今後もやっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。ありがと

うございました。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） お疲れさまでした。これからも町政を見守っていただけ

たらと思います。終わります。

○議長（米本 隆記君） これで吉原美智恵議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は３時１０分とします。

午後２時５９分休憩

午後３時１０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、４番、島田一恵議員。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） それでは、通告に従いまして、本日１問の質問をさせて

いただきます。

名和公園の今後の活用について。

名和公園も、整備工事が今月１５日に終了予定となっておりますが、もうたくさんの

人も行っております。見違えるほどに視界が広がって遊具も新しくなり、すばらしい公

園となりました。桜の季節にはたくさんの人でにぎわうと思います。そこで、今後の活

用について問います。

１、公園内での飲食はできますか。

２、花見の時期に飲食ブースの出店またはイベントなどはできますか。
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３、公園の定期的な維持管理方法は。

４、公園駐車場を車道側に示す案内看板は。

５、公園の案内看板にＱＲコードの貼付けによる観光案内は。

６、名和神社も公園と合わせて観光振興や地域活性化に生かされていますか。以上、

お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 島田議員の名和公園の今後の活用についてということで６点質

問をいただいておりますので、お答えをいたしたいと思います。

まず１点目の、公園内での飲食についてというお尋ねですが、公園内におきましては、

バーベキューなどの火気を用いた飲食は禁止をしておりますけれども、そうでなければ

飲食は可能であります。ごみは持ち帰るなど、節度を守って御利用いただきたいと考え

ております。

２点目の、花見の時期に飲食ブースの出店またはイベント等できないかとのお尋ねで

すが、花見の時期の飲食ブースの出店やイベント等は開催可能であると考えております。

ただし、イベント開催、物品販売等につきましては大山町の許可が必要となっておりま

す。詳しくは担当課であります建設課にお問合せをいただきたいというふうに思います。

３点目、公園の定期的な維持管理方法に関してのお尋ねですが、これは毎年、指名競

争入札にて契約した業者に年間委託をしているところでございます。

４点目の、公園駐車場を車道側に示す案内看板についてのお尋ねですが、名和公園専

用の駐車場といたしましては、福祉センターなわの駐車場を利用していただくように看

板に記載をしておりますが、車道側への案内看板設置については検討したいというふう

に考えております。

５点目の、公園の案内看板にＱＲコードの貼付けによる観光案内のお尋ねですが、Ｑ

Ｒコードの貼付けについては今後検討したいと思います。

６点目の、名和神社も公園と合わせて観光振興や地域活性化に生かされているかとい

うお尋ねですが、観光ホームページで桜の開花状況などを紹介しておりますし、お問合

せへの対応などによりまして多くの来客者がある状況です。観光振興として入り込み数

を伸ばすことに努めております。名和長年ゆかりの地と合わせたウオーキングイベント

などにも活用されておりまして、名和氏、後醍醐天皇の関係で、海側や大山も含む広域

観光として隠岐島との連携によるツアーなども検討がされているところであります。観

光を経済的な地域活性化につなげまして、地域がもうかって潤う仕組みづくりを民間事

業者と一緒に今後も取り組んでいきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。
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○議員（４番 島田 一恵君） そうしましたら、１問目の公園内の飲食について。

ここにありました一番聞きたかったのは、火気を用いた飲食っていうところをちょっ

とお聞きしたかったんですけども、今、手元に大山町公園条例を持ってますが、そこに

書いてありますのは、４条では行為の禁止の１０項目があって、７番目に、「たき火を

し、又は火気をもてあそびその他危険な遊戯をすること」とありますが、ここに示して

ある「たき火」って書いてありますのがバーベキューのことでしょうか。あと、「火気

をもてあそび」っていうのは具体的にどういうことか、教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 条例の詳細は、担当からお答えをさせていただきます。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） たき火等ということで、直接地面に火をつけてバーベキュ

ー等々の行為を行うことは禁止をしておるということであります。さらに、「火気をも

てあそび」という表現でございますが、これについては、やはりキャンプファイア等の

ような、いわゆる公園施設に影響を与える行為は禁止ということで、こういう表現にな

っておるところでございます。例えば花火等で近隣に迷惑をかけたりとか、そういう行

為を禁止してるものだというふうに解釈していただければと思います。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 分かりましたが、中にはお弁当とかを持参する人も、イ

ンスタントみそ汁を作ったり、御飯の後にコーヒー沸かしたりと、キャンプで使用する

ものを使ったりされる方が多くあります。バーベキューのような直接炭に着火したりす

るのはやめて、カセットこんろなどは使用できないでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えをいたします。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 直接公園に危害を与えない範囲であれば大丈夫かというふ

うに存じます。例えば発電機で機械を温めてっていうようなことは大丈夫じゃないかと

いうふうに考えておるとこでございます。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 今よく焼き肉でカセットこんろを入れて焼いたりとか、

ホットプレートをしたりとかっていう器具があるんですが、それもよいということで解
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釈していいでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

条例では細かくそういうところまではうたっておりませんので、今後、基本的な考え

としては、公園あるいは周囲の利用者に対して危険な状態にならないということであれ

ば、使用の範囲はもう少し細かく定めていきたいなというふうに考えております。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 昔話になりますが、名和公園では、ぼんぼりの下にござ

を敷いたりして和やかなときを過ごした思い出を皆さんがたくさんお持ちだと思います。

皆さんが心待ちにしている桜の時期に、やっぱりこういうことができるとすごく喜ばれ

ると思いますが、いきなりですけど、町長の特例措置とかで対応していただけないもの

でしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

いろいろな考え方あると思うんですけれども、公共の施設、公園でありますから、そ

の人だけが満足度が高いような使い方であればあらゆるものを許可してもいいかなと思

いますが、やっぱりそこは不特定多数の人が利用される場所でありますから、一人の人

のメリットだけが高くても駄目なわけであって、そのほかの利用者にとってもいい状態

が保てる範囲というものが存在すると思ってますから、その範囲の中でどの程度まで何

をしていいのかというところを、もう少し細かい定めをしていきたいなというふうに考

えております。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ちょっとその辺が緩くなると喜ばれる方がたくさんある

と思いますので、ぜひよろしくお願いします。

２番の、花見の時期に飲食ブースの出店、イベント開催はできませんかというのに、

答弁では開催可能であると。あとはイベント内容については町の許可が必要になるって

いうふうに書いてありました。

実は、これも大山町の公園条例を読ませていただきましたが、公園において次に上げ

られる行為をしようとする者は町長の許可を受けなければならないって書いてあります

が、１番、行商、募金その他これらに類する行為をすること、２番、業として写真また

は映画を撮影すること、３番、興行を行うこと、４番、集会、展示会その他これらに類

する催しのために公園の全部または一部を独占して使用すること、５番、その他公園施
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設の使用について、町長が特に認める行為っていうふうに書いてありました。この行為

の制限っていうこれをちょっと読んでましたら、許可さえ取れば、ほぼいろんなことが

ここに書いてあるものはできるっていうふうに解釈してもよろしいでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

基本的には許可がないとそういった行為はできないという定めでありますから、そう

いう行為をする際には許可を申請していただいて、その中身によっては許可が出ないこ

とも当然あり得るわけですけれども、少なからずそういった活動をされる際には許可が

必要だということで、全ての活動ができるかどうかというところは、その具体的な内容

によるというふうに思います。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ほとんどのことが許可を取ればできるっていうふうに解

釈をさせていただきました。

許可がないともちろんできないっていうことなんですけども、かなり興行とか行商と

か、何かいっぱいちょっと幅があるなというふうに思いまして、「集会とか展示会その

他」って書いてあるその他とは何か分からないんですが、あとは、「その他公園施設の

使用について、町長が特に認める行為」っていう、これもちょっと何かが分からないん

ですが、ここは分かりますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

具体的に何かというところはございません。条例の書き方として、あらゆる場面、あ

らゆる条件を想定して条例をつくっていくわけですけれども、条例の目的に沿っている

のに想定外だったケースに対応するために、そういったことがどの条例にも大体うたっ

てあるわけです。それは超法規的に何かをするということではなくて、条例の趣旨とか

目的に沿った上で条例の中では対応できてないといったところの救済のために、そうい

った記載があるというふうに御認識をいただければというふうに思います。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 町長、この公園条例っていうのは２００５年の３月２８

日にできたものなんですが、条例ができてから１８年たっておりますが、大体こういう

条例っていうのはどういうものなんでしょうか。ずっとこれを何年もやっていくのか、

不備なところは町民のために見直しとかっていうのはできるものなんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

一般的な話ですが、条例に不備とか、あるいは現状に合わせて改正が必要なものは改

正をされるという認識です。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） そういうところが私もちょっとよく分からないんですが、

この書いてある文言がかなり古いといいますか、「たき火をし」っていうところも、こ

れも問いしたんですけども、たき火の中にさっき言ったような内容のことが含まれてる

っていうふうに、そこはなかなかこの文章では分からないことでありまして、もうちょ

っと具体的に分かるようになるといいなっていうふうに思いましたが、私だけの意見で

はあれですが、また今後見直しなどっていうのを考えていただけるでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

必要に応じて改正をする必要があると思っています。年数がたったので、古いからと

かいうところで改正をするということはなかなかなくて、現状に合ってないとか不都合

があるとかいうようなところで、改正が必要であればしていくというところであります。

解釈に関しては、いろいろ考えられるということではなくて、やっぱり火気の使用の

部分に関しては、具体的に例えば火災が起きるような原因となるような行為を禁止して

いるというのが趣旨でしょうから、その火を使う行為いろいろあると思いますが、一般

的に目的としては、公園の施設を守るため、あるいは利用者の身体、生命を守るために

そういったことがうたってあると思いますので、そういった条例にうたってないところ

で、追加で条例でうたわなければいけないものがあるとかいうことであれば見直しも検

討する必要があるのかなというふうに思っておりますが、現状としては条例の中である

程度判断できるものかなというふうに思っております。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 分かりました。

３番に入ります。公園の定期的な維持管理方法はというところで、契約した業者に年

間委託をしているっていうふうにありましたが、杉谷議員のほうが仁王堂公園はまちづ

くりのほうがされてるっていうふうに一般質問で言っておられました。そういった中で、

そういうまちづくりに委託ということもありだし、一般の業者にも委託するっていう両

方もあるんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） お答えします。

公園の管理委託の部分に関しては、担当からお答えをさせていただきます。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 公園の維持管理でございますが、現在、仁王堂公園につき

ましては、やはり専門の資格をお持ちの造園の資格を持った方が中心になって手入れを

していただいております。やはり名和公園もそういった樹木等々がございますので、あ

る程度資格といいますか、知識を持った方にしていただくのが一番いいのではないかと

いうふうに考えております。そういった中で、まちづくりの方にそういう方がいらっし

ゃるようであれば、また改めて協議も必要ではないかというふうに感じておるところで

ございます。以上です。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） この維持管理の中に入ると思うんですが、名和公園には、

あずまやが２か所と藤棚の下を含めて３か所座れる場所があります。ほかにベンチはあ

るんですが、そういったところにごみ箱の設置とかはされますか。それか、ごみ箱がな

いのであれば、各自お持ち帰りくださいとかの看板とか案内看板とかはつけられますで

しょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は、担当からお答えをさせていただきます。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） ごみ箱の設置は考えておりませんので、お持ち帰りくださ

いといった啓発看板のほうはつけるといいますか、検討してまいりたいと思います。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ごみ箱の設置っていうか、持ち帰りくださいという案内

看板は、新しく公園に入ったところに看板が新しいのができてるんですが、そこにだけ

は一応書いてはありますが、来られて帰られるときに、あずまやとか数か所そういうふ

うな案内のあったほうが、やはり来られた人は、分かってはいてもなかなか置いて帰る

人もあると思うんですが、持ち帰っていただける率が上がるのではないかと思います。

それと、続けて４問目の質問に入ります。

公園の駐車場を車道側に示す案内看板はっていう部分で、公園の駐車場が福祉センタ

ーなわの駐車場を利用していただくように看板に記載しているっていうふうに書いてあ

りました。道路側へは検討したいっていうふうに書いてもらってます。
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私がちょっとこれを伝えたかったのは、中に入ったところの看板に駐車場の案内は確

かにしてありますが、車で来る人は公園の中には車は入れないので、公園に来るときに

駐車場を多分探されると思います。その探したときに、今あるのは、名和神社の前のほ

うに名和公園こっち１００メートル、トイレ１００メートルっていう看板だけはあるん

ですが、名和公園の駐車場っていうのがありません。皆さんが名和神社の駐車場に止め

たりする方も多いと思うんですが、本当にこれから桜の時期になると、あそこの駐車場

がいっぱいになります。それがまた事故の原因にもなったりしますが、福祉センターの

ほうの駐車場が車から見れるように看板案内してあれば、そこらに行かれることが多い

と思います。

ただ、福祉センターの駐車場なんですが、中のほうにある福祉センターの看板には、

下のほうに、当センター御利用以外の駐車は御遠慮くださいっていうふうに書いてあり

ます。私たちは町民なのでその辺は分かって、ここは今は止めてもいいかなとか、今日

は土日だからいいかなとかっていう判断はできますが、よそから来られた人は、あそこ

に車を止めたいんですけど、何か止められないんですかねっていうちょっと問いもあっ

たものでこの質問を思ったんですけども、そういった中の対応はどのように考えておら

れますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

車道側への案内看板設置につきましては、先ほどお答えをしたとおり、検討していき

たいというふうに考えております。

センターなわの駐車場でそういった表記が確かにあります。当センター御利用の方以

外の駐車は御遠慮くださいというのは、そういう表示をした経緯があって、ちょっと細

かい話をするとあれですが、そういった経緯があったんですが、今、別にそこまでうた

わなくてもいいかなというふうに思ってまして、公共の施設なので、センターなわ以外

の利用の方が使う際に使っちゃ駄目なのかなというふうに思われないように、名和公園

の利用者が使えるような看板の表記というのも考えていきたいなというふうに思います。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） もう一つ、案内看板の中に、今回、公園に入ったところ

に新しい看板があるんですが、その横に以前からある潮風のみち散策マップという看板

があります。その看板も大分色が薄れてきてまして、なかなかちょっと見えにくくなっ

ております。せっかく隣にいい看板ができたので、ここの看板もきれいにしていただき

たいんですが、いかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えをさせていただきます。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） その潮風マップの看板が名和公園として設置したものかど

うなのかちょっと確認ができておりませんので、それを確認した上で、また改めてお知

らせしたいというふうに思います。以上です。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） そうしましたら、公園の案内看板にＱＲコードの貼付け

による観光案内はっていうふうに書いてまして、答弁書のほうも今後検討したいってい

うふうに返ってきております。大山町内ではＱＲコードがついた案内看板というのはか

なりあるんでしょうか。道の駅とかにもあるんじゃないかなというふうに思いますが、

この辺り把握はされてますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○観光課長（西尾 秀道君） 議長、観光課長。

○議長（米本 隆記君） 西尾観光課長。

○観光課長（西尾 秀道君） ＱＲコードをつけたものもございます。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ＱＲコードの看板がついてるところもあるっていうこと

ですが、それは今時点でどこにあるか分かりますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えをいたします。

○観光課長（西尾 秀道君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西尾観光課長。

○観光課長（西尾 秀道君） 先ほどありました道の駅の看板等にはつけさせていただい

ております。その他については、ちょっと認識が不足してます。すみません。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 今、本当にＱＲコードがあるっていうだけでかなり人の

動きが違ってくると思います。これって道の駅だけじゃなく、名和公園だけじゃなく、

大山寺のほうとか、そういったところにも看板があるところをちょっともう一度チェッ

クしていただいてどんどんＰＲしていただけたらと思いますが、今後そのように看板を
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見て、ついてないところにはＱＲコードをつけていくっていうふうなことはできますで

しょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

必要に応じて対応していきたいというふうに考えております。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ＱＲコードの貼付けっていうのは、これからつけていた

だけるということだったのでついでにですが、観光客の方っていうのは本当に、言わな

くてもいいんですが、この町には何がどこにあるのかを知りたくて、せっかく来られた

ら、次にどこに行こうか、どっか寄るところがあったら寄って帰りたいっていう思いで

ＱＲコードを散策して回られると思いますので、ぜひそれはつけていただきたいと思い

ます。

次、６番目の質問に行きます。

名和神社も公園と合わせて観光振興や地域活性化に生かされていますかっていう問い

ですが、こちらのほうにたくさんの答弁をいただきました。その中で、名和公園の内容

をちょっとだけお話しさせてください。

名和公園も、皆さん御存じかもしれないんですが、明治４０年、後の大正天皇が名和

神社に行啓された際に、日本海を眺望するこの地に御座所を建立し、奉迎しました。ま

た、大正６年には後の昭和天皇も名和神社へ行啓され、同じ建物で休息されました。こ

のとき随行した東郷平八郎海軍大将は、この建物は２度の光栄に浴したとして重光亭と

命名し、記念の揮毫を残しました。こういう公園の上には石碑が建っております。本当

に歴史あるすばらしい公園であり、自慢のできる名所だと思います。

それとあわせまして、また、名和神社は、後醍醐天皇を御祭神とする吉野神宮をはじ

め建武中興関係の１５神社の由緒ある中の１つであります。昭和６０年４月３日は、三

笠宮百合子殿下が御参拝されました。山陰最古の御来屋駅の構内には、「美しい日本の

歩きたくなるみち５００選」として、太平記・潮風コースの案内板があります。後醍醐

天皇と名和長年に関する史跡が多く点在し、太平記に思いをはせながら伯耆往来、殿様

道を歩き、里山から海岸へと一度に楽しめるコースです。今は太平記ゆかりの地のパン

フレットがなくなりました。私が今持ってるんですが、このようなパンフレットです。

（資料の提示あり）太平記ゆかりの地という、この後ろにもついてるんですが、このよ

うなパンフレットがもうなくなってしまってまして、大分古くて、名和紀行っていう、

多分３町合併する前だったと思うんですが、こういう案内をするパンフレットとか案内

板を増やしたりすることとかっていうのはできますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

パンフレットあるいは情報というところですけれども、パンフレットも無限に作れる

わけではありませんので、島田議員言われるみたいに、デジタルでホームページ上の情

報とリンクさせるようなそういう仕掛けであったり、必要に応じてそういったところは

対応していきたいなというふうに考えております。

東郷平八郎さんの書で重光亭という書があるということで、ちょうどこの役場の本庁

舎の応接室にその書ありますけれども、後の大正天皇が皇太子時代の明治時代と、あと、

後の昭和天皇が皇太子時代の大正時代にそれぞれ２度滞在されたということで、ただ、

それを見て、そこの部分に指摘をする訪問者というか、来客、何十人かに１人で、相当

な歴史好きな方だったりとかいう方がそこに興味持っていただいたりということで、あ

んまり知られてないんだろうなというような感じはあります。そういった歴史をどうい

うふうに発信していくかというところは、名和公園とかその周辺施設の魅力の創出につ

ながると思いますので、今後また工夫をしていきたいなというふうに考えております。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 今、紹介しました御来屋駅の構内にある案内板といいま

すのは、ウオーキングコースとして貼ってありまして、皆さん、今歩くことがとてもは

やってまして、よそから来た人も、その御来屋構内のそれを見て、ちょっと史跡巡りし

てみようかなとかっていって、かなりのコースが設置してあり、距離もまあまあありま

す。何かそういうものが御来屋駅の構内にあるんであれば、それは御来屋だけのもので

もないし、名和だけのものでもないので、そういうものを御来屋の駅舎だけではない、

ほかのところにも貼っていただくなり、駅だけじゃなくて恵みの里公社でもいいし、そ

ういう案内の一つとして掲示してもらったら、それを見て本当に歩く方はたくさんいら

っしゃいます。歩きながら御来屋の御腰掛の岩を見に来られたり、いろいろと観光が好

きな方、歴史が好きな方もいらっしゃるなっていうふうに思いました。

そういう中で、町長、ＮＨＫの大河ドラマのような太平記大山町版ってつくりません

か。牛馬市のようなちょっと飛んだアイデアで、またそういうところもぜひ考えてもら

えたらありがたいです。これは質問ではないです。すみません。

それと、町長にこれは質問です。大山町内にある、さっきちょっと言われたんですけ

ど、名所、いろんな名所がいっぱいあるんですが、その名所を観光を通して地域の文化

や伝統を活用し、経済活性化を目指す取組とかについて町長の答弁をお聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

そうですね、大河ドラマ、そこは質問じゃないという話でしたが、全国各地でうちの
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歴史を何か大河ドラマにしてくれみたいな活動はされていて、実は大山町も、大阪辺り

を中心にしている何かそういう大河ドラマ誘致の活動に一応、ちょっと表現は悪いです

けど、お付き合いプラスアルファ程度で参加させていただいたりはしてますが、相当ハ

ードルは高いんだろうなと思ってます。なので、大山町だけの取組でそういう何か大河

ドラマをみたいなところは、あまり現状としては考えてはおりません。

その上で、特に島田議員が言われるような名和地区の周辺の歴史や文化的な資源をど

う生かしていくかというところですが、今までの文化財行政のあんまりよくないところ

っていうのは、うちの地域にはこんなすばらしい文化財があります、これは本当に文化

的な価値が高いですと言っておけば人は来るだろうとか、そこを何かつないだマップを

作っとけば人は回ってくれるだろうと思っていたのが、今までの取組のあまりよくない

ところだと思っていて、やっぱり物すごく歴史に興味があって歴史マニアみたいな人は

行かれるんでしょうけれども、そうじゃなくて、軽い気持ちでその地域の歴史をちょっ

と学んでみたいなぐらいな、そういうライトな軽いニーズもたくさんあるわけで、そう

いったニーズを満たせるような文化的な資源の生かし方というものがあると思ってます。

具体的には、これは分かりやすいのは、勝手に回ってください方式ではなくて、やっ

ぱりツアーとしてお金を頂いてしっかり説明をして、何ならちょっと食と結びつけて食

事もしていただいたり、何か食べていただいたりとかお買物していただいたりみたいな

ところにもつなげながらツアーをしていく、それによって地域の文化的、歴史的な資源、

資産というのは生きてくるのかなというふうに思っています。そこは島田議員が言われ

るみたいな、例えば地域活動の中で、地域自主組織の皆さんあたりがそういう発想をさ

れて、自主事業としてそういったものが自主財源になるような形でツアーをやっていく

とか、それは地域の活動の広がりとしてはありなんじゃないかなというふうに思ってお

ります。また地元の一人として島田議員のそういう視点でぜひ活発に活動いただければ、

行政としても協力、支援していきたいなというふうに考えております。

○議長（米本 隆記君） 島田議員、名和公園の活用が名和神社の活用に変わってますん

で、気をつけてください。

○議員（４番 島田 一恵君） 分かりました。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ありがとうございます。

最後になりますが、太平記ゆかりの地を子供たちに伝えたく、毎年行われています大

山町の成人式、その成人式に、これから働く成人に向けて、名和神社は勝負事成就の神

社でもあります。名和神社での御祈祷とかは計画できないでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 今、議長の竹口町長と言うまで議長の言いたいことが大体分か

りましたが、名和公園の話じゃないんじゃないかというところです。
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○議員（４番 島田 一恵君） すみません。セットで。

○町長（竹口 大紀君） 名和公園の近くにある名和神社ですけれども、島田議員の言わ

れるようなこともあるわけですが、行政としましては、宗教行事ごとに関して積極的に

やっていくというのはちょっとハードルが高いかなと思ってまして、そういったところ

は、やっぱり地域の皆さんがいろいろ工夫をされて企画なり提案なりがなされれば、そ

こに対して協力というような形はできるのかなというふうに考えております。

○議員（４番 島田 一恵君） はい、議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） よく分かりました。町長にやり方も教えていただきまし

たので、これから頑張ってまちづくりでそういうことを提案して町のほうに上げてもい

いっていうことで解釈していいでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

駄目だというルールはありませんので、いろいろ話合いをされて町のほうに御提案い

ただければと思いますが、提案されたら全部通るかどうかというのはまた別の話ですか

ら、そこは御了承いただきたいというふうに思います。

○議員（４番 島田 一恵君） 分かりました。これで終わります。ありがとうございま

した。

○議長（米本 隆記君） これで島田一恵議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は４時５分とします。

午後３時５５分休憩

午後４時０５分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

本日最後の一般質問です。

３番、豊哲也議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ３番、参政党の豊哲也です。よろしくお願いします。

今日は３月１３日で、政府の方針で新型コロナウイルスの対応でマスクを外してもい

いということで、外していきましょうという話がありました。個人の判断でということ

で、ずっとつけておられたい方、また、外していきたい方っていうのはおられると思い

ますので、私は議会を代表してというか、議員の数名も外していますが、マスクを外し

て一般質問させていただきます。

それでは、通告に従って２問させていただきます。

まず１問目、大山町の商工の取組についてということで、現在、本町では、新規に様
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々な商工関係の取組が起案され、実現に向けて動いてるものがあれば、諸問題により一

度見直されている事案もあります。また、ふるさと応援基金の運営などの体制も変わり、

やり方一つで大きく町財政が潤うことにつながると思われます。町の商工への対策を確

認し、政策提言をさせていただければと思っております。

小問１です。ふるさと応援寄附金の制度は、町財政を健全にする要素が一方で、町内

の事業者が通販事業を新規で行う上で導入のハードルを非常に下げることのできるツー

ルの一つであると考えています。外部事業者に運営を委託する際、寄附額の総額が一番

の指標となると、町民が一から商品を開発していくという要素がおざなりになりかねな

いが、その懸念点はどう考えられてるでしょうか。

２問目、本町では、商工会や民間事業者と連携し、パッケージ制作やマーケティング

など、町内事業者が新規商品開発をする際のバックアップ体制が整えられているでしょ

うか。

３問目、県内２番目の耕作地を誇る本町において農作物の６次化は非常に重要であり

ます。改めて食品加工所の必要性をどう考えておられますでしょうか。

４問目、まちづくりにおける拠点整備において、住民参加、目標の明確化、戦略の具

体化が重要だと思われますが、現在、本町で行われている海の拠点整備のプロセスはそ

れらの項目に沿っておりますでしょうか。

５問目、大山観光に向けて新たなＤＭＯも発足の動きがありますが、そもそも観光と

は本町の町民のために行われるべきものだと考えております。町民の意見が吸い上げら

れ、町民が今後長く観光をなりわいにしていけるような体制づくり、指標になっており

ますでしょうか。

６問目、現在の大山観光において、民間事業者、これは大山観光局を除くものがツア

ーやアクティビティーを運営し、観光をなりわいにしているケースがほかの観光地と比

べ少ないように思われますが、本町の見解はいかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 豊議員の大山町の商工の取組についての御質問で６点いただい

ております。

まず１点目の、ふるさと応援寄附金についてというお尋ねですけれども、今回の外部

事業者への業務委託に関しましては、単純な寄附額の増加だけではなく、返礼品の新規

開拓や磨き上げが目的であります。委託を行います株式会社澤井珈琲とふるさと納税業

務を通じた大山町の魅力発信に係る協定を締結いたしまして、町内事業者がより発展で

きる環境づくりを進めていきたいと考えております。

２点目の、町内事業者が新規商品開発する際のバックアップ体制についてというお尋

ねですけれども、これは事業者の新商品開発につきましては、大山町産業発展継続事業

補助金制度を設けまして、商工会と連携をして開発経費の助成を実施しているところで
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ございます。

３点目の商品加工所の必要性についてのお尋ねですけれども、農作物の６次産業化は

地域資源の付加価値向上のために重要であると考えておりまして、商品加工に関する設

備導入支援を来年度実施予定としております。商品加工所につきましては、様々な課題

を整理する必要があるという認識でございます。

４点目の、まちづくりにおける拠点整備において整備のプロセスはそれらの項目に沿

っているかというお尋ねですけれども、現在進めております海の観光拠点整備に関しま

しては、大山町アウトドアライフ構想及び大山町観光戦略の中で、大山を中心に培って

きた観光をより持続的なものにするために、海側における観光振興の拠点整備に取り組

むものでございます。この拠点整備を呼び水といたしまして、海側はもとより、大山と

日本海をつなぐことで大山町の地域全体としての観光振興につなげることが目標でござ

います。

整備に関しましては、関係機関から選出いただいた委員、専門分野で委嘱した委員、

応募いただいた委員から成る検討委員会を設置しております。広くアンケートを取りま

して、委員から観光客や事業者、住民など様々な視点からの御意見をいただき、検討を

進めております。検討状況は大山町のホームページでも公開をしております。今後は、

御意見を参考に見える形にしていく段階でありますので、それを基に、また住民の皆さ

んからの御意見もいただきたいというふうに考えております。

５点目のＤＭＯに関する御質問ですけれども、観光を活用した地域づくりの視点から、

町民が観光業をなりわいとしていけるような体制づくりはもとより、多くの町内事業者

や地域住民の生活の質の向上に資するための体制づくりを目指して、ＤＭＯというもの

を登録に向けて進めていこうと考えているところでございます。

６点目の、現状においてツアーあるいはアクティビティーといったものをなりわいに

しているケースが少ないのではないかというお尋ねですが、大山観光でツアーやアクテ

ィビティーを運営されている個人、企業、民間事業者の方は一定数おられるという認識

であります。今後、本町の観光推進におきまして、あるいはアウトドアライフ構想の推

進において、民間プレーヤーが増えるということは重要であるというふうに考えており

ます。先日行われましたビジネス創出のプロジェクト「ＤＡＩＳＥＮ ＫＩＣＫＳＴＡ

ＲＴ」でも観光につながる事業案の発表も多く見られたところでありますし、新年度は

様々な支援策を予定しております。今後、町といたしましても、意欲ある事業者のスタ

ートアップ支援等をしていきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） それでは、追加質問させていただきます。

まず１点目、ふるさと応援寄附金に関してですが、答弁をお聞きしまして、少しほっ
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といたしました。澤井珈琲さんが新規の開拓の商品も手がけていただけるということで。

ただ、今まで、ふるさと応援寄附金、そちらで町の職員さんが非常に血の通った、そ

ういった事業をされておられたことが総額が上がる原因になったんじゃないかなと私考

えてまして、もちろん今、外部の方がやることで、売上高、寄附金の額というのは非常

に上がっていくんじゃないかなと思っています。新規のそういった商品というのをつく

るということも項目があるということで、それはいいことだと思うんですけども、あま

り売上げが上がらないけれども、町民の方のスタートアップとして商品開発を手伝って

あげる、そういう要素にっていうのは外部委託の方というのは結びつきにくいんじゃな

いかなっていう懸念を持っております。ちょっと改めて町長、どう思われるか、御答弁

いただけますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

来年度からふるさと納税業務を民間事業者に委託をしますが、それによって町内事業

者の今までふるさと納税に向けてきた熱意なんかがそがれないような、そういう運営は

していきたいというふうに思っておりますし、そういったことを心得ている事業者を選

定したところでありますから、そういったところの心配はないと思っておりますし、む

しろさらにプラスに働くものというふうに考えております。

特に、売れ筋商品みたいなものを売っていくというのは通販のノウハウとしてはある

と思ってますが、ふるさと納税の返礼品のニーズというのもネット通販の事業のノウハ

ウとかなり似ている部分があると思いますが、興味を持ってもらえる商品、ですので、

寄附目的から入る方もあれば、ふるさと納税の返礼品で地域の特産品を見てその自治体

に寄附をされる方もあると思いますので、売れ筋商品だけではなくて、いわゆるロング

テールと言われる部分の、あまり売れない、僅かに売れるけど、商品数がたくさんある

みたいな部分をどんどん拡大していくことによって地域の特産品あるいは大山町のふる

さと納税にアクセスしてくれる方というのは増えると思ってますから、そういった意味

でも、不断の努力で今後も新たな商品の取扱いとか返礼品の取扱い、開発といったとこ

ろは進めていく、それが回り回ってふるさと納税の寄附額の増加につながっていくもの

というふうに考えておりますし、事業者とも意見交換をさせていただきましたが、私な

んかよりもそういったノウハウをお持ちの事業者でありますから、当然のようにそこら

辺は心得ておられる様子でした。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 今まで町の職員の方が携わっておられてというところで、

もう一つ、血の通ったというところと、あと、町自体にノウハウが残る仕組みというの

が結構必要なんじゃないかなと思ってます。ふるさと納税やりました、外部事業者さん

－２２４－



にノウハウが残って、それが抜けてしまったら、もう売上げが下がってしまいますみた

いなことだとまた問題かなと思うんですけども、そういった懸念に対して対応というの

は考えられておられますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

ちょっとふるさと納税全体の話をしますと、私が就任する前の平成２０年頃からふる

さと納税やってまして、大体９年間の総額で４億数千万でした。私が就任した以降、今

ちょうど６年たちますが、この６年間で大体２３億ふるさと納税頂いております。職員

にもいろいろ言ってきたところもありますし、職員が自ら勉強したところもあると思い

ますが、ノウハウとしては既にたまってきていると思いますが、これから先の伸びを実

現させるためには、ここで正職をどんどん増やしていくというのは現実的ではなくて、

やっぱりそこは、町としてのふるさと納税の進め方に共感をしていただいて、かつその

ノウハウに共感を持っていただける、そういうような事業者でなければうまくいかない

というふうに思ってまして、今回選定をされた事業者というのがそういうものに該当す

る事業者だというふうに認識をしておりますので、今後も、今まで町が培ってきたノウ

ハウをさらにある意味増幅させていくような、そういう取組だというような認識をして

いただければというふうに思います。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 小問の１から３までが今回は商工のという形でまとめて

考えておりました。先ほどのマネジメント等は役場職員さんがされると思いますので、

そういった中で澤井珈琲さんがされるノウハウというのもたまるような、そういった意

識を強く持っていただきたいなと思うんですけども、３問目の加工所、大きく分けて、

実際に捕れたものをパッケージしてブランディングして、売り先としてふるさと納税で

あったりとか、そういったプラットフォームを使える環境を指導していく、そうした一

気通貫のものができていくと、全く違うのかなと思ってます。

近隣の自治体でもうまくいってるのかなというところがありますけども、なかなか本

町で大ヒット商品みたいなものが出ているような印象は受けなくて、私も商工会でコン

サルタントみたいなことをやらせていただいたりもすることがあるんですが、なかなか

ピースがかみ合っていないところがあるのかなと思うんですが、その辺りの認識、問題

意識と、これからどんなふうになっていくと理想的なのかなというふうに思われてるか、

その辺りをお聞かせいただけますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。
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加工品の販売とか販路拡大については、様々なやり方があると思っています。大事な

のは、少量生産であっても利益が十分に確保できるようなコスト構造だったり、あるい

は売り方だったりみたいなところはまず１つ大事だと思ってます。インターネット通販

とか、あるいはふるさと納税の返礼品として扱った場合には、もしもヒット商品みたい

なことになったときに、生産体制が今度は大丈夫かといったところも課題にはなってく

るというふうに思っています。

そういったところで、かなり事前にある程度想定をしながら進めないと、行き詰まる

ような取組でありますから、なかなか手が出しにくいというところは事業者の気持ちと

してもあると思ってます。そこの事業者の気持ちを払拭できるような仕組みづくりはま

ず大事だなというふうに思ってますので、今回、例えば設備投資を自らされる方に対し

て支援をしようというのは、失敗した際のリスクをなるべく減らした上で加工品を新た

に製造するような、そういう事業者の支援ができないかというところで考えております。

そのほかにも、今まで町で持っておりました加工所というのは、あくまでも試作をし

て、ちゃんと作れるのかとか、そのための設備投資どういったものが必要なのかといっ

たところを見極める施設としては非常に有益だったというふうに思っておりますし、そ

の分リスクも軽減がされるものだと思っております。そういった役割の施設を今後どう

していくかというところも含めて、事業者の支援によって加工品あるいは６次産業化、

こういったものがもっと大山町で発展していかないかというところは引き続き検討を進

めてまいりたいと思います。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 商品加工所について今回、経済建設委員に調査が依頼さ

れましたので、その中でいろいろ調査した中でのちょっと意見を述べさせていただけれ

ばと思うんですが、その請願者というか、今の利用者の思いというのは、どういう形で

あれ、皆さんがやりやすいようなものを町主導で許可とか、そういうインフラを整えて

ほしいというようなお話だったのかなと思っております。

大きく２つ分かれると思うんですけども、コミュニティーというか、いつも作る手作

りのみそとか、そういったものをずっと作っていきたい方々、それとスタートアップで、

数年に一回、こういう補助があるんだったらそういうのを使ってみよう、今もそこから

うまくいって６次化した商品を出されてる方がいらっしゃいます。そういったことのた

めにそういう加工所というのはあったほうがいいのかなと私は思っています。

繰り返しになるんですが、もうちょっと大きい枠組みで、急なものでなくてもいいと

思うんです。ただ、前向きに町として、まずはそういったコミュニティーのためという

のも必要だと思いますし、また、スタートアップで商品を作る、パッケージをする、出

口も見せてあげる、恐らくこれ町民の方でそれがイメージできてる方ってあんまりいな

いと思うんです、事業者の方でも。そういった必要性というのが２つあるのかなと思っ
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ております。すぐにはちょっと実現が難しいのかなと思ってます。課題もたくさんある

のかなということが調査でも分かりましたので、前向きにそういった一気通貫したサー

ビスを提供していただきたいなと思いますが、改めていかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

確かに入り口から出口まできれいにつながっているような支援策というのが一番いい

んだと思いますが、それ以上に大事なのは、そこを利用される、そういった制度を利用

される生産者の皆さんだったり、事業者の皆さんの考えとか気持ちみたいなところも大

事かなと思ってます。行政だけが旗振って生産者はあんまりやりたくない方向にいって

もこれは仕方ない話なので、そうではなくて、やっぱり生産者、事業者の意向に沿った

ものにしていきたいというようなことが基本的な考えです。

その上で、入り口から出口まできれいにつながったような支援策になることが理想だ

とは思っておりますので、今回、新年度、設備投資の支援策もそうですけれども、それ

以外の支援策として、ふるさと納税の業務もそうかもしれませんが、そういったものを

一気通貫してできるような、そういう支援体制は検討していきたいなというふうに思っ

ております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） それでは、次に、４問目から６問目、こちらが観光関係

になりますけども、一番ちょっとお伝えしたいことは、目的意識というか、岩手のオガ

ールというプロジェクトがありますけども、オガールというのはもともとビジネスの用

語で、目的を持って目的を策定して、それを戦略に落とし込むという意味合いだそうで

す。今、海の拠点に関しても、何を目的でするのか。私、海の拠点って初め聞いたとき

に、私の考えですけども、住民さんが自然に老若男女が集まれるような、そういうコミ

ュニティーができるような場所をつくって、そこの周りに商業施設が来るのかなという

ふうに思ってました。

これは私の意見でしかないですけども、そういった何か芯になるようなそういう目的、

町民さんが触れ合う、そこに商業がリンクする、そういったような、これは私が考えて

るだけなので。ただ、町の芯になるような考え方っていうのは一つ必要じゃないかと思

ってまして、今、委員会の議事録等を見るんですが、その芯になる部分が非常に見えに

くくて、これは淀江にも言えることなんですけども、芯がないので、もう議論がいろい

ろな方向にいくっていう形かなと思います。その芯になる部分は町が見せてあげるべき

かなとも思うんですが、その辺りいかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これは、そもそものスタートとして、行政が大体こうだという素案をつくってたたき

台をつくって、皆さん、どうですかというような諮り方ではなくて、もうゼロベースで

いろんなアイデアを出してもらって、意見を出してもらった後に素案となるようなもの

をつくっていこうということで、そういう順序で進めておりますので、参加されている

委員の中からは、もうちょっと行政が具体像を示してくれたら話早いのにみたいなこと

を言われる方があるんですが、最初からそういう進め方をしていないというのは、これ

はあえてやっていることです。

そこで出たアイデアを踏まえて、ただ、その基本路線は、今まで議会のほうでも説明

をさせていただいたとおりで、今ある集客施設であるお魚センターとか直売所が、食事

をするところも含めてですけれども、集客力があるけども、施設容量が足りてないだと

か海に近いということで建物も大分傷んできている、そういったところを踏まえて、建

て替え、今あるお魚センターの機能は当然中に入るという前提でありますし、今、観光

の取組として、大山町アウトドアライフ構想ということで町内で様々なアクティビティ

ーができるような環境づくりみたいなものを進めていますから、海側にそういったもの

に関連する施設があればというところで、大体そういう要素みたいなものは出しつつも、

さらに、そこに地域の皆さんとか関係者の皆さんから御意見いただくことで、これは豊

議員言われるみたいに、地域の人が集まるような拠点だったり、そういう要素も入れて

いけるのかなというふうに思っております。

繰り返しになりますが、行政が具体像を示したほうがいいというふうに言われる方も

確かにあるんですが、そこは、もうちょっと辛抱していろいろ意見を出しながら進めて

いっていただけたらなというふうに思っております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） そうですね、オガールの目的、それを何をするかという

のは委員の方で決めていただければいいかなと思ってまして、私としては、こういった

ことを町はやっていきたい、繰り返しになりますが、町民が自然と触れ合えるようなそ

ういう場所をつくっていきたい、そういった目的は示すべきかなと思っていますが、ま

た御検討いただければと思います。

そういったことが、また今後の観光、今、大山の観光で一番足りてないのが、目的っ

ていうのが何かすごく見えにくくなってるのかなと思ってます。目的がなくてツアーを

しなきゃいけないとか、そういう形になってるのかなと。私が考えるには、その目的と

いうのは、町民の方が観光をなりわいにするというのが観光業だと思ってます。今度の

ＤＭＯというのは、そういった目的、オガールをしっかりと設定していただいて、そう

した組織づくりをしていただきたいなと思っております。

そういった大きな枠組みのそういう問題点というところと、足元でいきますと、私は、
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そのツアーとかアクティビティーというものが非常に大山観光局がされているものが多

くて、それ以外のツアーの業者さんが少ない。先ほどいろんな事業者さんが今後動いて

いくっていうお話もありましたけども、今どうしても観光局がツアーをするので、観光

局以外のツアーを観光局が発信していないんじゃないかなっていう問題点を感じていま

す。

なので、具体的に言うと、観光局はツアーを直接するのではなくて、どなたか事業者

がやっているツアー、今もそうだと思いますけども、どなたか事業者さんがいらっしゃ

って、今それが直接観光局がやっているそういうツアーになってますが、それは事業者

さんがやるツアーを紹介する形にして、フラットに皆さん平等に情報発信していくよう

なそういった仕組みづくりというのが必要なのかなと思っていますが、その件に関して

いかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、前段の海の拠点整備というところで目的はというお話ですが、これは水産振興

と観光振興で大きな目的としてうたってますが、そこで、プラス例えば委員の皆さんか

らアイデアが出てきたときに、目的として地域交流拠点みたいなものが出てきたときに、

ある程度、最初にこれが目的ですって言い切ってしまうと、後から追加しにくい要素も

恐らくたくさんあると思ってます。ある程度ゼロベースで出してもらってから、それで

最終的には行政のほうででも決定をしないといけないと思いますから、その段階では具

体的に目標設定、目的の設定みたいなものはされると思ってますが、こちらが想定して

いる最初のベースとしては、水産振興、観光振興というところです。

それから、ＤＭＯの話がありました。これもやっぱり目的が何なのかというところを

しっかり議論した上で進めていかなければいけないというふうに思っていますし、そこ

がないとＤＭＯの登録というのはなかなか難しいのかなと。何のためのＤＭＯなんです

かというふうなところの問いに答えられないような状態ではＤＭＯ登録というのはまず

難しいと思ってますから、これはＤＭＯの登録に向けて進めていくことによって、おの

ずとそういったところも議論がされて明確になっていくべきものというふうに思ってお

ります。

町としましては、登録ＤＭＯによって町内の事業者が潤って経済的に発展していく、

そういうところをイメージしているわけですが、じゃあ、その事業者が潤うとか経済的

な発展というのは、それぞれエリアによっても事業者の業種によっても違うわけですか

ら、そこをどういうふうにどういうところまでＤＭＯでカバーしていくんですかという

ところは今後の議論になってくるのかなというふうに思っています。

もう一つ……。

○議員（３番 豊 哲也君） 観光局の。
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○町長（竹口 大紀君） 観光局がほかのツアーなんかをカバーしてないんじゃないかと

いう指摘です。

これは、本当にツアーだけじゃなくて、例えば大山町内の宿泊の情報だったりとか、

観光関連とか大山町に訪れる方の目的に沿った一元的な情報管理をしている部分という

のが観光局はまだまだ弱いと思ってます。本当でいえば、それを何か商売のネタにして、

民間の事業者がそういったことをやってくれるような提案があればやっていただきたい

なというふうに思いますし、もしそういったところがなければ観光局がやるべきような

ことではないかなと思っております。今後、観光局ともしっかり協議をしながら、そう

いった情報の出し方、観光客が見やすいような情報の出し方というのを工夫していきた

いなというふうに思っとります。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 全て答えていただいてありがとうございます。それでは、

観光に関しては、竹口町長のフィロソフィーというか、思いをぶつけていただけるのも

いいのかなと思ってますので、ぜひお願いします。

では、２問目に行きたいと思います。新型コロナウイルスの対応についてです。

３年間続いた新型コロナウイルスの対応も、この３月に屋内のマスク装着も個人の判

断となり、５月には感染症対策２類から５類に変更される。このタイミングで、改めて

本町の新型コロナウイルスの状況の確認と対応について考えを問わせていただきます。

１、マスク装着と感染症対策への対応が大きく変更となったが、観光に対しての影響

など、本町としてはどう捉えているか。

２、日本全体では新型コロナウイルスが流行し始めた２０２０年の死亡者数は前年比

で ３７３人の減、２０２１年４月から新型コロナワクチン接種が始まりましたが、２

０２１年の死亡者数は前年比で６万 ７４５人の増、２０２２年は大幅に増えた２０２

１年から比べても死亡者数の増減は１２万 ７４４人の増となりました。ちなみに、新

型コロナウイルスの死者数は、３月の１日時点でそれまでの二、三年を含めて７万 ４

８６人となっております。本町では、そうした傾向をどのように見ておられますでしょ

うか。

３、本町では、死亡者数が２０１９年２７８人、２０２０年２８４人、２０２１年２

９２人、２０２２年３１７人となっており、年々増加し、特に昨年の２０２２年の増加

幅が非常に大きくなっております。この原因は何だと考えておられますか。

４、新型コロナワクチンに関する相談の件数を把握できていないという状況だが、そ

れではワクチンを打ったことに対する問題点が分析できないのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。

５、新型コロナワクチン副反応に関する相談件数が本町で５件あったものに関して、

新型コロナワクチン副反応の事案であると認められたケースがないのはなぜでしょうか。
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○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 豊議員の２問目の質問、新型コロナウイルスへの対応について

ということで、５点質問をいただいております。

まず１点目の感染対策の変更による観光への影響のお尋ねですけれども、観光につき

ましては、個人の判断に委ねることを基本としつつも、感染対策を並行して行えるよう

情報提供や呼びかけを行っていきたいと考えております。

２点目の全国の死亡者数の増加と、その増加傾向の原因についてのお尋ねの３点目で

すが、２点目、３点目としまして、町としては検証を行っておりません。厚生労働省の

審議会におきましては、コロナ感染者の増加や医療逼迫によりまして、非感染者におけ

る救急医療や一般医療にも影響を与えた可能性がある旨の報告がされているところでご

ざいます。

４点目の、相談件数を把握していないと、新型コロナワクチンを打ったことに対する

問題点の分析ができないのではないかというお尋ねですけれども、新型コロナワクチン

に関する相談に関しましては、ワクチン接種の受け方あるいは接種券、また、副反応に

ついて等々内容が多岐にわたりますため、全ての相談件数を把握をしていないところで

あります。安全性の調査につきましては、厚生労働省において、健康状況調査や副反応

疑い報告により専門家により評価が行われているところでございます。

５点目の、新型コロナワクチン副反応の事案であると認められたケースがないのはな

ぜかというお尋ねですけれども、厚生労働省の疾病・障害認定審査会において審議され

るところでありまして、本町において新型コロナワクチン接種と因果関係が認められた

健康被害のケースはないというところでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） まずマスクの件なんですけども、今日から政府の方針で

個人の判断になるということで、ちょっとお聞きできるかどうかあれなんですけども、

また、１か月後の４月の入学式に関しても、町内の小学校で学校判断において、もうマ

スクをしてくださいという通達が出ているようです。これに関して私も数件町民の方か

ら御連絡がありました。これは厚生労働省の通達とは矛盾するんではないかなと思うん

ですが、それをどのようにお考えなのか、お答えいただけますか。できれば、すみませ

ん、もしよろしければ教育長に。

○議長（米本 隆記君） それは駄目です。

○議員（３番 豊 哲也君） 難しければ、町長、お願いします。

○議長（米本 隆記君） 通告してありません。町長のほうです。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 教育委員会の状況については、承知をしておりません。また詳

細等は確認してみたいと思います。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 今回この通告書を作るときには、私は、この３月の１３

日で皆さん、個人判断である程度外されるのかなとも思ってまして、また、学校に関し

ても、そういった学校判断でどちらかにしてくださいというようなことはないと思って

おりました。それで、ちょっと通告をするというか、それはもう全然大丈夫だろうと思

ってたのでしていなかったんですけども、非常に残念な状況だなと思っております。で

きましたら、学校判断ではなく、教育委員会の個人の判断に任せるということをメイン

にしていただいて、基本にしていただいて、学校判断でない、厚生労働省が言われる形

でしていただいて、今、通達で出されているものはまた改めていただくということを強

く要望させていただければと思います。

２番と３番、ちょっと数字をいろいろ出させていただいたんですけども、全国の死亡

者数、去年その伸び幅が約１３万人に伸びております。これは超過死亡と言ったりもし

ますけども、例年に比べて日本の人口がどれぐらい増えたのか減ったのかというところ

です。実際、新型コロナワクチンが始まった年には ０００人ほど減っています。これ

は、むしろ皆さんが感染対策をしたので減ったと言われています。もちろんこれは分か

らないんですが、その次の年、２０２１年で、そのときには６万 ０００人の方が多く

亡くなられてます。さらにその年からプラスで１２万人増えてますので、例年からする

と１９万人とか２０万人ぐらい多く亡くなられてるのかなということです。

これが本町においても、ちょっと本町は母数が少ないですんでなかなか正確な数字と

いうのは出せないのかなと思ってるんですけども、相関関係がある程度あるのではない

かなと思ってます。おととしから去年の伸び率というのは２５人です。例年七、八人ぐ

らい死亡者数が増えてます。その中で２５人増えてるんです。これは、例えば１５人ぐ

らいのバスの事故があって亡くなられたであるとか、何かの健康対策に関しても１５人

多く何かで亡くなられたってなったときには大問題だと思うんです。そのことに関して

健康対策課はどのようにお考えなのかなと、もう一度改めてお答えいただけますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

死亡者数の増加というところでお話をさせていただきますと、そこは毎年増えている

というのは納得がいく部分かなと思ってます。これは、コロナも多少は関係あるのかも

しれませんが、実際に人口のボリュームでいくと団塊の世代が多いわけで、その団塊の

世代の方が平均寿命に近づくにつれて、これからまだ先、年々死亡者数というのは増加
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していくというふうに考えられますし、そこのピークを過ぎますと今度は死亡者数とい

うのは年々減っていく、そういうようなことが本町でも言えますし、これは全国的な傾

向としても言えるというふうに考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） これ実は２年前ぐらいからある程度分かっていました。

また、去年は出生数も４万 ０００人減っております。これも異常な数値です。これ、

もちろん今はいろんな要素がありますよねっていうことでもういいと思います。ただ、

こういったことが考えれるということで、本町でも皆さんに知っておいていただきたい

なと思ってます。

ですので、今後、もしかしたら新型コロナワクチンの影響で亡くなられてるんじゃな

いか、そうした専門家の方が非常に多くいらっしゃいます。なので、４番、５番ありま

すけども、実際に相談件数というのが結構あったと思います。先ほど、いろんな事案が

あるので、それをもう数を数えられてませんと。例えばワクチンの接種会場ってどこで

すかねとか、そういう簡単なことから相談件数というのはあると思います。ただ、逆に

言うと、重いもの、健康被害、こんなふうなものが、もしかしたら新型コロナウイルス

のワクチンが原因でなっているかもしれません。そういうふうに５番目の方は５件おら

れるわけなんですね。ワクチンが原因で健康被害になっているんではないかという御相

談じゃないかと思いますが、ただ、御本人はそういうふうに言っているけども、そうし

た認定を事案としてされないっていうのはなぜなのか、改めてお答えいただけますでし

ょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

先ほどの答弁のとおりですけれども、厚生労働省の審査会において審議されるという

ところで、認定されるかされないかが変わってくるというところでございます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） これ全国的な問題ですし、なかなか町だけでお答えいた

だくっていうのは難しいことかなとは思うんですけども、ぜひこれをきっかけにしっか

りと調査をまずしていただきたいと思ってます。そういう可能性があるんじゃないかと。

また、今回出ささせていただいた数字というのは、今年の１月、２月も上がっており

ます。やはりこうだったなというふうに私はなるんじゃないかと推測しております。そ

れを踏まえて、そうしたことが分かるかもしれないデータというのを用意していただき

たいなと思いますし、例えば相談件数というのを簡単なものから重度の健康被害のもの

を分けて月別で出せば、どれぐらい増えてるのか減ってるのか、そうしたものも分かっ
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てくるかと思います。そうした、まずデメリットとかメリットとかワクチンがどうだっ

たかとか、そういう調査をして今後していく必要というのは非常にあるんじゃないかと

思いますが、その調査の必要性というのはいかが思われてますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今、御指摘いただいたようなところは、国においてなされるべきものというふうに考

えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで豊哲也議員の一般質問を終わります。

本日の一般質問は以上で終了し、残りました５人の議員の一般質問は明日３月１４日

に引き続き行います。

定刻９時３０分までに本議場に集合してください。

・ ・

○議長（米本 隆記君） 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後４時５３分散会
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